
A0000891
BA068D/33/ja/11.04(07.06)

有効なソフトウェアバージョン：
V 2.00.XX（デバイスソフトウェア）
取扱説明書
プロソニックフロー 90

超音波流量計



操作手順概要 プロ ソニ ッ ク フ ロー 90
操作手順概要

以下の操作手順は、 ご使用になる測定装置を迅速かつ簡単に設定する方法を記載し ています。

安全注意事項 7 ページ

安全注意事項を よ く お読み く だ さい。

A0000893

変換器の接続 33 ページ

変換器ソ フ ト ウ ェアを利用し て、 センサの設置、 機器の機能設定を行な う ため、

変換器を電源に接続し て く ださい。

A0001051

表示部および操作部 40 ページ

様々な表示、 操作の概要を説明し、 迅速に開始でき る よ う にし ます。

A0001052

センサの設置準備 18 ページ以降

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー Ｐ （ク ラ ンプオン） センサの設置

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W （ク ラ ンプオン） センサの設置

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー U （ク ラ ンプオン） センサの設置

A0001053
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! 注意！

ス ター ト アア ッ プ後の ト ラブルについては、 ト ラブルシューテ ィ ング 71 ページを参照 く ださ
い。

" センサの設置 " クイックセットアップメニュー 60、 63 ページ

現場指示計あ り ：

" ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ " （ → 60 ページ） を使用し、 ワ イ ヤの長さ、 パイプの

材質、 液体内の音速など を入力し、 センサ設置に必要なデータ、 た と えば、 セン

サ間の間隔 （1） を求めて下さ い。

- プロ ソ ニ ッ ク W/P/U （ク ラ ンプオン） ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プで算出し たセン

サ間の間隔はセンサ設置の為のデータ を表し ます。 センサ １  については文字

で表示しセンサ 2 は数字で表示し ます。

こ の取 り 付けレール上の文字 ・ 数字の各設置穴にホルダを合わせホルダを配

管に取 り 付けて下さい。

現場指示計なし ：

" センサの設置 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューは、 現場指示計な しの場合は使

用でき ません。

センサの取 り 付け方法は、→ 63 ページで説明されています。

センサおよび変換器のケーブル配線については、 → 31 ページを参照し て く だ さ

い。

A0001054

" クイックセットアップ " による設定 61、 63 ページ

現場指示計あり ：

" ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ " メ ニュー → 61 ページを使用し て、 早 く 簡単に機器

の設定ができ ます。 ローカルデ ィ スプレ イか ら、 言語、 測定変数、 単位、 出力な

どの重要な基本機能の設定が行えます。

以下のよ う な設定は、 必要に応じ て個別に実施し て く ださい ：

- ゼロポ イ ン ト 調整

- バスア ド レ ス

- タ グ番号

- 積算計の設定

現場指示計なし ：

- " 設定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューは、 現場指示計な しの場合は使用でき

ません。 

設定の方法は、 → 63 ページで説明されています。

A0001055

アプリケーション別クイックセットアップ 41 ページ以降

特殊な設定の場合、 追加機能で設定する必要があ り ます。 追加機能は、 機能マ ト

リ ク ス を使用し て、 個別に選択および設定し、 プロセス条件に合わせる こ と がで

き ます。

- 現場指示計 （オプシ ョ ン） によ るパラ メ ータの設定

機能マ ト リ ク スその ものを含め、 すべての機能についての詳細は、 別冊のマニュ

アル " 機能説明書 " に記載されています。
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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●取扱説明書に対する注意

1) 取扱説明書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 取扱説明書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 取扱説明書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する も

のではあ り ません。

4) 取扱説明書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 取扱説明書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 取扱説明書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載も

れなどお気付きのこ と があ り ま し た ら当社営業所・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡

く ださい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 取

扱説明書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを され

た場合は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため取扱説明書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と 技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と 安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返品理由／ Process data

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
承認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に洗浄されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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プロ ソニ ッ ク フ ロー 90 1 安全注意事項
1 安全注意事項

1.1 用途

本取扱説明書に記載されている装置は、 閉管中の次のよ う な流体の流量を測定する こ と を目的
と し ています。

• 伝導性の低い超純水
• 水、 廃水など

本システムは体積流量だけでな く 、 流体中の音速の測定も行います。 音速は、 異な る流体を識別
するのに使用し た り 、 流体の品質の基準と し て使用する こ と ができ ます。

製造者は、 不正な使用あ るいは使用目的と は違った用途によ る損害に対し ては、 いかなる責任
を負 う ものではあ り ません。

1.2 取付、 設定および操作

次のこ と に注意し て く ださい。

• 本装置の設置、 電気配線、 ス ター ト ア ッ プ、 メ ンテナン スは、 施設責任者が認める訓練を受
けた作業員のみが行って く ださい。 作業員は、 事前に取扱説明書を熟読し理解し ている必要が
あ り ます。

• 装置の操作にあたっては、 必ず施設責任者が認める訓練を受けた担当者だけが行って く ださ
い。 
本説明書の指示は必ず守って く ださい。

• 測定する液体が腐食性の場合、 接液部材質の適性情報を提供し ます。
• 配管での溶接作業を行 う 場合、 プロ ソ ニ ッ ク フ ローを通し ての接地は避けて く ださ い。
• 電気配線を行 う 作業員は、 装置が配線図に基づいて正し く 配線されている こ と を確認し て く

ださい。 電源が電気的に絶縁されていない場合は、 変換器は必ず接地し て く ださい。
• 装置の通電や修理にあたっては、 貴国の定めるすべての法規に従って く ださ い。

1.3 操作上の安全性

次のこ と に注意し て く ださい。

• 防爆環境で使用する防爆仕様の製品には、本取扱説明書以外にも別冊の " 防爆補足説明書 " が添
付されます。 この防爆補足説明書に記載されている取付指示および接続データ を厳守して く だ
さい。 防爆補足説明書の表に記されている記号は、 認承と認証機関を示しています （0 ヨー
ロ ッパ、 2 米国、 1 カナダ）。

• 測定装置は、 EN 61010、 EN 61326/A1 の EMC 指令および NAMUR 推奨基準 NE 21 によ る一般
安全要件に準拠し ています。

• 弊社は、 事前の予告な しに技術仕様を変更する権利を有する もの と し ます。 お近 く の弊社営業
所 ・ サービ スが、 本取扱説明書に関する 新の情報および更新情報を提供し ます。
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1 安全注意事項 プロ ソニ ッ ク フ ロー 90
1.4 返却

修理あ るいは校正等を必要とする流量計を弊社に返却する場合は、 以下の手順に従って く ださ
い。

• 本取扱説明書に添付されている " 安全 / 洗浄確認書 " に必要な内容を正し く 記載し、必ず装置に
同封し て く ださい。 この確認書が同封されていない と、 弊社は、 返却される装置を運搬、 検査
および修理する こ と ができ ません。

• 特別な取扱指示が必要であれば、 EN 91/155/EEC のよ う な安全データ シー ト を同封し て く だ
さい。

• すべての流体残留物は除去し て く ださ い。 流体残留物を含む可能性のあ る シールおよびすき ま
のみぞには十分注意し て く ださい。 その残留流体が健康に被害を与え る もの、 例えば、 可燃性
や毒性、 あ るいは発ガン性のあ る よ う な物質などの場合には特に重要です。

! 注意！

" 安全 / 洗浄確認書 " は本取扱説明書の巻頭に添付されています。

# 危険！

• 危険な物質の痕跡がすべて除去されたかど う か確信がない、 例えば、 その物質がみぞに浸透
し ている あ るいはプラ ステ ィ ッ ク を透過し て拡散し ている可能性があ る よ う な場合、 装置は
返却し ないで く ださい。

• 不十分な洗浄によ る廃棄物処理あ るいは外傷 （腐食火傷など） に起因する費用は、 装置の所
持者 / 操作員が負担する こ と にな り ます。

1.5 安全性に関する注意事項と記号

装置は 新の安全要件に適合する よ う に設計されています。 それらはテス ト されて安全に操作で
き る状態で工場から出荷されます。 装置は、 EN 61010" 測定、 制御、 調整および実験処理用の電
気装置のための保護基準 " に準拠し ています。 ただし、 装置を不正に使用し た り 、 異な る用途に
使用し た場合、 危険になる可能性があ り ます。
し たがって、 本取扱説明書に次の記号で指示されている安全性に関する指示には、 特にご注意
く ださい。

# 危険！

" 危険 " は、 正確に処理、 手順を実行し ない と、 障害あ るいは安全性に対する危険を伴 う 可能性
があ る、 行為あ るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意し て実行し て く ださ い。

" 警告！

" 警告 " は、 正確に処理、 手順を実行し ない と、 間違った操作あ るいは装置の破壊を起こす可能
性のあ る行為あ るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意し て実行し て く ださ い。

! 注意！

" 注意 " は、 正確に処理、 手順を実行し ない と、 操作に間接的な影響を及ぼす、 あ るいは装置の
部品に予期し ない故障を引き起こす可能性があ り ます。 
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プロ ソニ ッ ク フ ロー 90 2 製品について
2 製品について

2.1 装置名称

" プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 90" 流量計の構成は以下の通 り です。

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 90 変換器
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W、 P、 U センサ

2.1.1 プロ ソニ ッ ク フ ロー 90 変換器の銘板

A0001093

図 1 " プロ ソニ ッ ク フ ロー 90" 変換器用銘板の仕様 （例）

1 オーダーコード / シ リ アル番号 ： 個々の文字および数字の意味については、 仕様を参照。

2 電源 / 周波数 ： DC 16 ～ 62 V / AC 20 ～ 55 V / 50 ～ 60 Hz

消費電力 ： 15 VA / W

3 利用可能な入力および出力 ：

I-OUT （HART） ： 電流出力 （HART）

f-OUT ： パルス / 周波数出力

RELAY ： リ レー出力

STATUS-IN ： ステータ ス入力 （補助入力）

STATUS-OUT ： ステータ ス出力

4 特注品の情報表示用スペース

5 周囲温度範囲

6 保護等級

PROSONIC FLOW 90PROSONIC FLOW 90
ENDRESS+HAUSER

Order Code:

Ser.No.:

TAG No.:

90WA1-XXXXXXXXXXXX

12345678901

ABCDEFGHJKLMNPQRST

16-62VDC/20-55VAC

50-60Hz

I-OUT (HART), f-OUT

STATUS-IN, STATUS-OUT

15VA/W

IP67 / NEMA / Type 4X

-20°C (-4°F) < Tamb < +60°C (+140°F) F
E
K
0

9
2

1

i

Pat. US 5,479,007

Pat. UK EP 618 680

1

2

5 6

3

4
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2 製品について プロ ソニ ッ ク フ ロー 90
2.1.2 プロ ソニ ッ ク フ ロー Ｗ/P センサの銘板 

A0001101

図 2 " プロ ソニ ッ ク フ ロー W" センサ用銘板の仕様 （例）

1 オーダーコード / シ リ アル番号 ： 個々の文字および数字の意味については、 仕様を参照。

2 センサタ イプ

3 呼び口径の範囲 ： 100 ～ 4000 A

4 大流体温度範囲 ： -20 ℃ （-4 °F） ～ +80 ℃ （+ 175 °F）

5 特注品の情報表示用スペース

6 保護等級

7 周囲温度範囲

8 防爆に関する情報 ：

詳細については、 仕様の防爆補足説明書を参照し て く だ さい。 

ご不明な点は、 寄の弊社営業所にお問い合わせ く ださい。

2.1.3 プロ ソニ ッ ク フ ロー U センサの銘板

A0001102

図 3 " プロ ソニ ッ ク フ ロー U" センサ用銘板の仕様 （例）

1 オーダーコード / シ リ アル番号 ： 個々の文字および数字の意味については、 仕様を参照。

2 センサタ イプ

3 呼び口径の範囲 ： 15 ～ 100 A

4 大流体温度範囲 ： -20 ℃ （-4 °F） ～ +80 ℃ （+175 °F）

5 保護等級

6 周囲温度範囲 ： -20 ℃ （4 °F） ～ +60 ℃ （+140 °F）

7 防爆に関する情報 ：

詳細については、 仕様の防爆補足説明書を参照し て く だ さい。

ご不明な点は、 寄の弊社営業所にお問い合わせ く ださい。

II3G

FE
K

09
24

-0
00

1

EEx nL IIC/IIB T6-T1

EN
D

RE
SS

+
H

A
U

SE
R

C
H

-4
15

3
R e

in
ac

h

TYPE4X
NEMA

IP67

Tamb/ Tumg:-20˚C ..+60˚C control dwg. o f transmitter
For Installation refe r to
CL.II, Div.1, GP. EFG , C L.III
Dust-Ignitionproof for
CL.I, Div.2, GP. ABC D

APPROVED

FM

PROSONIC FLOW W
XXXXX-XXXXXXXXXXXX

ENDRESS+HAUSER

W-CL-1F-L-B

12345678901 RY

-20˚C (-4˚F) ... +80˚ C ( +175˚F)

Order Code :

DN10 0 - DN4000
Type :

Ser.No.:
i

2001 06/a3/....
XA0..D /

OPEN CLOSE

1

2
3
4
5

7

8

6

1

2
4
6

7

5

3

DN15 - DN100

-20°C (-4°F) ... +60°C (+140°F)

-20°C (-4°F) ... +80°C (+175°F)
T amb.:

TM:

Type: U-CL-2F-L-A i

IP54
CH 1

Order Code:

PROSONIC FLOW U
ENDRESS+HAUSER

Ser.No.:

93UA1-XXXXXXXXXXXX

12345678901

For Installation refer to control dwg. of transmitter

CL.I, Div.2, GP. ABCD

CL.I, Zone 2 IIC T6-T1
APPROVED

FM
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プロ ソニ ッ ク フ ロー 90 2 製品について
2.1.4 型式銘板、 接続

A0000963

図 4 プロ ラ イ ン変換器の型式銘板 （例）

1 シ リ アル番号

2 電流出力の仕様

3 リ レー接点の仕様

4 電源の端子、 ケーブル ： :AC 85 ～ 260 V、 AC 20 ～ 55 V、 DC 16 ～ 62 V

端子 No. 1 ： L1 （AC）、 L+ （DC）

端子 No. 2 ： N （AC）、 L- （DC）

5 端子 （20 ～ 27） に対応する入出力信号。 「入力 / 出力値」 も ご参照 く だ さい。

6 イ ン ス ト ールされている ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン

7 イ ン ス ト ールされている通信タ イプ。 例 ： HART、 PROFIBUS PA、 等。

8 通信ソ フ ト ウ ェアの情報 （装置のバージ ョ ンおよび詳細）、

例 ： Dev. 01 / DD 01 （HART） 

9 製作された日

10 6 ～ 9 のア ッ プデー ト 日

Communication:

Revision:

Device SW:

XX.XX.XX

XX.XX.XX

XXXXXXXXXX

Date: DD.MMM.YYYY

Version infoex-works

2
6
(+

)
/
2
7
(-

)

NC:

Versorgung /

Tension d'alimentation

Observer manuel d'instruction

See operating manual

Betriebsanleitung beachten

Active: 0/4...20mA, RL max. = 700 Ohm

Passive: 4...20mA, max. 30VDC, Ri < 150 Ohm

Passive: 30VDC, 250mA

Passive: 30VDC, 250mA

(HART: RL.min. = 250 OHM)

fmax = 1kHz

3...30VDC, Ri = 5kOhm

f-OUT

I-OUT (HART)

12345678912Ser.No.:

Supply /

2
4
(+

)
/
2
5
(-

)

2
2
(+

)
/
2
3
(-

)

2
0
(+

)
/
2
1
(-

)

N/L-

PE

A:

NO:

P:

L1/L+

1 2

319475-00XX

A

P

active

passive

normally open contact

normally closed contact

XSTATUS-OUT

STATUS-IN X

Update 1 Update 2

2

3

1

4

5

6

7

8

9

10
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2 製品について プロ ソニ ッ ク フ ロー 90
2.2 CE マーク、 適合宣言

装置は 新の安全要件に適合する よ う に設計されています。 それらはテス ト されて安全に操作で
き る状態で工場から出荷されます。 装置は、 EN 61010" 測定、 制御、 調整および実験処理用の電
気装置のための保護基準 " 及び EN 61326/A1 の EMC 要件に準拠し ています。

本取扱説明書に記載されている システム構成は、 EC 指令に基づ く 法定要件に準拠し ています。 
弊社は、 CE マーク を装置に貼る こ と によ り 、 装置の適合を証明し ています。

2.3 登録商標

HART®

は、 米国、 オースチンの HART Communication Foundation の登録商標です。

SilGel®

は、 ド イ ツ、 ミ ュ ンヘンの Wacker-Chemie GmbH の登録商標です。

F-CHIP® , ToF Tool - Fieldtool® Package, Fieldcheck®, Applicator®

は、 ス イ ス連邦 Endress+Hauser Flowtec AG の登録商法です。
12 エン ド レスハウザー ジ ャパン
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3 設置

3.1 納品内容確認、 搬送と保管

3.1.1 納品内容確認

• 梱包と中身の損害有無を確認し て く ださい。
• 輸送貨物を確認し、 不足品がな く 、 発注し た通 り の範囲で商品が供給されている こ と を確認

し て く ださい。

3.1.2 運搬

装置を測定場所に運搬する と きは、 納品された包装箱に入れて運搬し て く ださい。

3.1.3 保管

次のこ と に注意し て く ださい。

• 装置は、 保管および運搬に際し ての衝撃を確実に防ぐ よ う に梱包し て く ださ い。 弊社出荷時の
梱包が 適です。

• 保管温度は、 変換器、 測定センサおよびそれらに付随するセンサケーブルの周囲温度範囲
（90 ページ） に該当し ます。

• 装置の表面温度が高 く な ら ないよ う 保管中の直射日光は避けて く ださ い。
エン ド レスハウザー ジャパン 13



3 設置 プロ ソニ ッ ク フ ロー 90
3.2 設置条件

3.2.1 取付け寸法

センサおよび変換器の外形寸法および設置長については、 95 ページ以降を参照し て く ださい。

3.2.2 設置場所

配管が満た されていなければ正確な測定ができ ません。 次のよ う な場所には設置しないで く ださい。

• 配管の も高い場所には設置し ないで く ださ い。 エアポケ ッ ト の可能性があ り ます。
• 下 り 方向の配管において、 配管の排水口から、 上流側のラ イ ンには設置し ないで く ださい。

A0001103

図 5 設置場所

下り方向の配管

上記の規定にかかわらず、 下記の設置案を採用すれば、 下 り 方向の排水口ラ イ ンに設置する こ
と ができ ます。 配管の口径を絞るか、 オ リ フ ィ スプレー ト を設け る こ と によ り 、 測定中に配管内
が空洞状態になる こ と を避ける こ と ができ ます。

A0001104

図 6 下り方向の配管での設置

1 = 供給タ ン ク、 2 = 測定センサ、 3 = オ リ フ ィ スプレー ト 、 パイ プ絞り機構、 4 = バルブ、 5 = 受け タ ン ク

1

2

3

4

5
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プロ ソニ ッ ク フ ロー 90 3 設置
3.2.3 取付方向

垂直取付

測定流体が下から上に流れる垂直取付を推奨し ます （A）。 垂直取付位置では、 流体停止中に固形
分は沈降し、 ガスはセンサよ り 上方へ抜けます。 配管内の液体を完全に排出でき、 スケールの
付着を防ぐ こ と ができ ます。

水平方向

水平取付位置 （B） の推奨取付範囲 （C） 内の取付け位置では、 配管内部の上側に気体および空
気が溜ま って も、 また、 配管の下側にスケールが付着し て も、 測定にあま り 影響を及ぼし ませ
ん。

A0001105

図 7 設置位置 （A = 垂直、 B = 水平、 C = 推奨取付範囲 最大 120°）

3.2.4 上流側 および下流側 （ク ラ ンプオンバージ ョ ン）

可能であれば、 バルブ、 テ ィ ー、 エルボなどの部品から十分に離し てセンサを設置し て く ださ
い。  正確な測定を確保する ため、 上流側または下流側配管について、 次のよ う な要件を満た し
て く ださい。

A0001106

図 8 上流側および下流側 （ク ラ ンプオンバージ ョ ン）

1 = バルブ、 2 = ポンプ、 3 = 異なる方向を向いた 2 個のベン ト

A

B

C C

≥ 15 x 

≥ 40 x 

≥ 20 x 

≥ 40 x 

≥ 5 x 

1

2

3
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3 設置 プロ ソニ ッ ク フ ロー 90
3.2.5 接続ケーブル長

シール ド ケーブルの長さは以下の通 り です。

5 m、 10 m、 15 m 、 30 m

" 警告！

ケーブルは、 電気機械類から離し て配線し て く ださい。
16 エン ド レスハウザー ジ ャパン
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3.2.6 センサの配置 （ク ラ ンプオンバージ ョ ン）

変換器の設置には、 1 ～ 4 の ト ラバース構成があ り ます。 信号の強度は、 反射回数が増すに従い
低下する こ と にご注意 く ださい。 （例 ： 2 ト ラバース = 1 反射）

良の信号品質を得るためは、 満足な伝搬時間差を得るための 小の ト ラバース回数を選択し
て く ださい。

A0001108

図 9 センサの配置 （ク ラ ンプオンバージ ョ ン）

1 = 1 ト ラバース、 2 = 2 ト ラバース、 4 = 4 ト ラバース

推奨値 ：

センサの設計、 特性よ り プロ ソ ニ ッ ク フ ローは、 適切な呼び口径、 配管肉厚に適合し ます。
これらの理由よ り センサタ イプ W、 P、 U が用意されています。

センサの推奨設置条件は、 次の表を参照 く ださい。

* 次の注意をご覧 く だ さい

! 注意！

• 2 ト ラバースは、 配管の片側に設置でき も簡単な取 り 付け方法です。
• 配管の呼び口径が、 60 A よ り 小さい場合には、 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W/P は、 2 ト ラバースで

は、 間隔がせまいので 4 ト ラバースの設置を実施し て く ださ い。 この他の例では、 2 ト ラバー
ス方式を推奨し ます。

• 100 ～ 4000 A 用プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W/P センサは、配管肉厚が >4 mm、 グ ラ ス フ ァ イバー製、
ラ イ ニングを持つ配管、 高い音響減衰性を持つ媒体のアプ リ ケーシ ョ ンの場合に推奨し ます。
呼び口径、 100 A 以下でも これらのアプ リ ケーシ ョ ンには、 W/P センサを 1 ト ラバースで使用
する こ と があ り ます。

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー U は15～50 Aのプラ スチッ ク配管に適し ます。 50～100 A の呼び口径には、
プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W/P 、 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー U センサ共に使用でき ますが主に、 60 A 以上
には、 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W/P センサが推奨されます。

• 信号強度が低い と きには、 ト ラバース回数を減ら し て く ださ い。

センサタイプ 呼び口径 取付タイプ

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー U 15 ～ 100 A 2 ト ラバース

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P

50 ～ 60 A

80 ～ 600 A

650 ～ 4000 A

2 （または 4） ト ラバース *

2 ト ラバース

1 ト ラバース

1 2 4
エン ド レスハウザー ジャパン 17



3 設置 プロ ソニ ッ ク フ ロー 90
3.3 取付指示

3.3.1 締付けバン ドの設置 （ク ラ ンプオンバージ ョ ン）

W/P センサ、 50 ～ 200 A 用

1. 締付けバン ド上にネジ山付き金具 1 個を押し込みます。

2. 締付けバン ド を捻ら ないよ う にし て、 配管に巻きつけ、 バン ド の端を締付けバン ド ロ ッ ク
に通し ます （締付けバン ド ロ ッ ク のネジが押し上げられている こ と を確認し て く ださい）。

3. 締付けバン ド を、 手ででき るだけきつ く 締めて く ださ い。

4. ネジを押し下げ、 締付けバン ド が滑ら ないよ う に、 ネジ回し を使って締めて く ださい。

5. 必要な場合は、 締付けバン ド を必要な長さ に切断し て く ださ い。

" 警告！

けがに注意！ 締付けバン ド を切断する際は、 その先を と がらせないで く ださい。

A0001109

図 10 口径 50 ～ 200 mm 配管向け締付けバン ドの設置

W/P センサ、 250 ～ 4000 A 用

以下の手順は 19 ページの図 11 に関する ものです。

1. 配管の円周を測定し ます。
締付けバン ド を、 配管の円周よ り  10 cm だけ長 く 切断し て く ださい。

" 警告！

けがに注意！ 締付けバン ド を切断する際は、 その先を と がらせないで く ださい。

2. ネジ山付き金具が付いたセン タ リ ングプレー ト 1 個を通し て、 締付けバン ド を配管に巻き
つけます （1）。

3. 締付けバン ド の両端を締付けバン ド ロ ッ ク の開口部に下向きに挿入し ます （2）。 締付けバ
ン ド の挿入部分を折 り 返し ます。

4. 締付けバン ド ロ ッ ク の両端を連結し ます （3）。 ロ ッ ク用ネジを使って締付けバン ド を締め
る こ と ができ る よ う に、 作業空間を見込んでおいて く ださ い。

5. ネジ回し を使って締付けバン ド を締めて く ださ い （4）。
18 エン ド レスハウザー ジ ャパン
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A0001110

図 11 口径 250 ～ 4000 mm 配管向け締付けバン ドの設置

口径 15 ～ 100 mm 用締付けバン ド

締付けバン ド を使った U センサの取付方法に関し ては、 25 ページ の " プロ ソ ニ ッ ク フ ロー U
（ク ラ ンプオン） センサの設置 " を参照し て く ださい。

1

2

2

3

4
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3 設置 プロ ソニ ッ ク フ ロー 90
3.3.2 W/P センサ用溶接ス タ ッ ドの使用

W/P ク ラ ンプオンセンサを次のよ う に設置する場合は、 締付けバン ド の代わ り に溶接ス タ ッ ド
を使用する こ と ができ ます。

! 注意！

センサ間距離 （ 初のス タ ッ ド の中心から 2 番目のボル ト の中心までの距離） を求めるには ：

• " センサの設置 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを使用し て く ださい。 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ
の詳細については 60 ページを参照し て く ださい。 センサの距離は、 デ ィ スプレ イ上にセンサ
キ ョ リ  機能で表示されます。 " センサ設置 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行する為、 変換器は
通電し て く ださい。

• 測定装置に現場設定機能がない場合の手順は、 63 ページ以降で述べられています。

センサの設置プロセスの正確な説明については、 ク ラ ンプオンバージ ョ ンの適切なページを参
照し て く ださい。 参照ページに記載された設置順序を守って く ださ い。

金属製ではない M6 ISO ネジを使用する場合は、 次の点に注意し て く ださい。

• 取 り 外し可能な ロ ッ ク用ナッ ト が付いたセンサホルダが必要です
（オーダーコード ： 93WAx - xBxxxxxxxxxx）。

• センサホルダにあ らかじめ設置されている、 金属製 ISO ネジが付いた止めナッ ト を取 り 外し
ます。

• ネジ山付き ス タ ッ ド に適合するナッ ト を使用し て く ださ い。

A0001111

図 12 溶接ス タ ッ ドの使用

1 溶接継手

2 ロ ッ ク用ナッ ト

3 大穴径 8.7 mm

M6

5
0

1

2

31
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3.3.3 測定センサの取り付けプロ ソニ ッ ク フ ロー P

ト ラバース数 2、 4

1. 18 ページに記載された方法で、 小口径または大口径用の締付けバン ド を取付けます。 第 2
の締付けバン ド を （ネジ山付き金具が同じ側を向 く よ う に） 取付けます。 第 2 の締付けバ
ン ド は動かせる状態にし ておいて く ださい。

2. センサ間距離の決定。

! 注意！

センサ間距離を求めるには ：
- " センサの設置 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを使用し て く ださい。 ク イ ッ ク セ ッ ト

ア ッ プの詳細については 60 ページを参照し て く ださい。 センサ間距離は、 センサ ノ イチ 
機能で表示されます （センサ 1 については、 取付けレール上の文字、 センサ 2 について
は数字） " センサ設置 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行する為、 変換器は通電し て く ださ
い。

3. 締付けバン ド を センサ ノ イチ 機能で示されるセンサ距離に配置し て く ださい。 取付けレー
ルをネジ山付き金具にはめ込んでから、 第 2 の締付けバン ド を締めて く ださい。 取付け
レールを取 り 外し ます。

A0001116

4. ネジ山付き金具を使用し て、 センサホルダを配管に取付けます。 スパナを使用し て固定
ナッ ト を締めます。

5. ド ラ イバーを使用しセンサホルダに取付レールを固定し ます。 取付レールをねじ山付き金
具に適切なネジで固定し ます。

6. センサの接触面に、 カ ッ プ リ ング剤をむらのないよ う に （約 1 mm の厚さに） 塗 り ます
（中心から溝まで、 66 ページを参照）。

次に、 センサをセンサホルダに注意深 く 挿入し ます。 カチ ッ と い う 音がする までセンサを
センサホルダ上に押し込みます。 センサハウジングおよびセンサホルダに付いている矢印
（  /  "CLOSE"） が、 同じ位置になる よ う にし て く ださい。 次に、 センサケーブルプラ グ
を所定の開口部に挿入し、 手でプラ グが止ま る まで締めて く ださ い。

A0001156
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3 設置 プロ ソニ ッ ク フ ロー 90
3.3.4 プロ ソニ ッ ク フ ロー W/P の取り付け （ク ラ ンプオンバージ ョ ン）

1 ト ラバースバージ ョ ン

1. 18 ページに記載された方法で、 小口径または大口径用の締付けバン ド を取付けます。 第 2
の締付けバン ド を （ネジ山付き金具が反対側を向 く よ う に） 取付けます。 第 2 の締付けバ
ン ド は動かせる状態にし ておいて く ださい。

2. センサ距離と ワ イヤーの長さ の決定

! 注意！

センサ距離と ワ イヤーの長さ の決定 ：
- " センサの設置 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを使用し て く ださい。 ク イ ッ ク セ ッ ト

ア ッ プの詳細については 60 ページを参照し て く ださい。 センサ距離は、 センサキ ョ リ 機
能で、 ワ イヤの長さはワ イヤ ノ ナガサ 機能で表示されます。 " センサ設置 " ク イ ッ ク
セ ッ ト ア ッ プを実行する ため、 変換器は通電し て く ださい。

3. 各ワ イヤの端から ワ イヤの長さ を下図のよ う に設定し て く ださ い。

A0001112

図 13 メ ジ ャー等を使用しワイヤーの長さ を決定し て く だ さい。 （SL = ワイヤー長さ）

4. 1 個目のネジ山付き金具にワ イヤの丸端子およびワ イヤ固定具を押し込みます。 各ワ イヤ
を配管の両側に振 り 分けて引き ます。 2 個目のネジ山付き金具にワ イヤの丸端子およびワ イ
ヤ固定具を押し込みます。 両方のワ イヤが同じ長さ になる まで、 締付けバン ド に付いてい
るネジ山付き金具を締付けバン ド ご と引っ張 り ます。

5. 締付けバン ド を固定し ます。 ワ イヤ固定具のプラ スネジを緩めます。 ワ イヤを取外し ます。

A0001113

図 14 ネジ山付き金具の位置決め用ワイヤの使用

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

SL
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6. センサホルダを両方と も、 ネジ山付き金具にかぶせて配管に押し付け、 スパナを使用し て
固定ナッ ト を締めます。

A0001114

図 15 センサホルダの設置

7. センサの接触面に、 カ ッ プ リ ング剤をむらのないよ う に （約 1 mm の厚さに） 塗 り ます
（中心から溝まで、 66 ページを参照）。

次に、 センサをセンサホルダに注意深 く 挿入し ます。 カチ ッ と い う 音がする までセンサを
センサホルダ上に押し込みます。 センサハウジングおよびセンサホルダに付いている矢印
（  /  "CLOSE"） が、 必ず同じ位置に く る よ う にし て く ださ い。 次に、 センサケーブルプ
ラ グを所定の開口部に挿入し、 手でプラ グが止ま る まで締めて く ださ い。

A0001115

図 16 センサおよびセンサケーブルプ ラグの設置
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3.3.5 プロ ソニ ッ ク フ ロー W （ク ラ ンプオン） センサの設置

ト ラバース数 2、 4

1. 18 ページに記載された方法で、 小口径または大口径用の締付けバン ド を取付けます。 第 2
の締付けバン ド を （ネジ山付き金具が同じ側を向 く よ う に） 取付けます。 第 2 の締付けバ
ン ド は動かせる状態にし ておいて く ださい。

2. センサ間距離の決定。 

! 注意！

センサ間距離を求めるには ：
- " センサの設置 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを使用し て く ださい。 ク イ ッ ク セ ッ ト

ア ッ プの詳細については 60 ページを参照し て く ださい。 センサ間距離は、 センサ ノ イチ 
機能で表示されます （センサ 1 については、 取付けレール上の文字、 センサ 2 について
は数字）。 " センサ設置 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行する為、 変換器は通電し て く ださ
い。

- 測定装置に現場設定機能がない場合の手順は、 63 ページ以降で述べられています。

3. 締付けバン ド を センサ ノ イチ 機能で示されるセンサ距離に配置し て く ださい。 取付けレー
ルをネジ山付き金具にはめ込んでから、 第 2 の締付けバン ド を締めて く ださい。 取付け
レールを取 り 外し ます。

A0001116

4. ネジ山付き金具を使用し て、 センサホルダを配管に取付けます。 スパナを使用し て固定
ナッ ト を締めます。

5. センサの接触面に、 カ ッ プ リ ング剤をむらのないよ う に （約 1 mm の厚さに） 塗 り ます
（中心から溝まで、 66 ページを参照）。

次に、 センサをセンサホルダに注意深 く 挿入し ます。 カチ ッ と い う 音がする までセンサを
センサホルダ上に押し込みます。 センサハウジングおよびセンサホルダに付いている矢印
（  /  "CLOSE"） が、 必ず同じ位置に く る よ う にし て く ださ い。 次に、 センサケーブルプ
ラ グを所定の開口部に挿入し、 手でプラ グが止ま る まで締めて く ださ い。

A0001117
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3.3.6 プロ ソニ ッ ク フ ロー U （ク ラ ンプオン） センサの設置

1. 配管口径 15 ～ 32 mm の場合配管を補強する為の補強バー （a） を設置する必要が有 り ます。 
こ の補強バーは 15 ～ 40 mm の取 り 付けセ ッ ト にのみ付属し ます （68 ページの " ア ク セサ
リ " を参照）。 下の図を参考に補強バーに締付けバン ド （b） を通し輪を作 り 、 後でセンサ
アセンブ リ を設置出来る程度に締め付けて く ださい。 （締付けバン ド を固定するネジはゆる
めておいて く ださい。）

A0001118

図 17 センサ設置準備と配管補強バー

a 補強バー

b 締付けバン ド

2. センサ間距離の決定。

! 注意！

センサ間距離を求めるには ：
- " センサの設置 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを使用し て く ださい。 ク イ ッ ク セ ッ ト

ア ッ プの詳細については 60 ページを参照し て く ださい。 センサの距離は、 デ ィ スプレ イ
上にセンサキ ョ リ 機能で表示されます。 " センサ設置 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行する
為、 変換器は通電し て く ださい。

- 測定装置に現場設定機能がない場合の手順は、 63 ページ以降で述べられています。

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー U センサは 2 ト ラバース （反射） で動作する よ う に設計されています。 
ト ラバース数 2" が、 センサコ ウセイ 機能で選ばれている こ と （60 ページを参照） を確認し
て く ださい。

a

b
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3 設置 プロ ソニ ッ ク フ ロー 90
3. センサ （c） を ス ラ イ ド させ、 センサ間の距離をセンサホルダの目盛 り に合わせて、 止め具
（d） を閉めて く ださい。 この時、 なるべ く センサ固定位置がセンサホルダーのレール中央
に位置する よ う に調整し て く ださい。
次に、 センサ位置調整ネジ （e） を緩めます。 センサホルダご と反転させ超音波発振部 （配
管接触部） にカ ッ プ リ ング材を塗って く ださ い。→ 60 ページ

A0001119

図 18 センサ設置の準備

c センサ

d センサ固定ナッ ト

e センサ位置調整ネジ

4. センサアセンブ リ （ f ） を測定する配管の上に置いて く ださい。 固定バン ド をセンサアセ
ンブ リ の両端に通し （g）、 締め付けバン ド を手で締めて く ださい。 （仮締め）

! 注意！

締付けバン ド のロ ッ ク のねじ を開放し て く ださ い。

A0001120

図 19 センサ固定と固定用締め付けバン ド

f センサアセンブ リ

g センサアセンブ リ の終端

c

d

e

g

g

f
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5. 締め付けバン ド固定ネジ （h） を倒しセンサホルダが動かないよ う に ド ラ イバーで締めて く
ださい。 センサホルダの固定が完了し た ら余っている締め付けバン ド をお好みに合わせて
切断し て く ださい。

" 警告！

- 怪我を し ないよ う ご注意 く ださい ! 締め付けバン ド の切断面は鋭 く 危険です。
- 締め付けバン ド を締め過ぎ る と配管を損傷する危険があ り ます （特にプラ ステ ィ ッ ク配

管）。

センサ位置調整ネジ （i） を僅かな抵抗が感じ られる まで締めて く ださい。 これでセンサは
適な位置にな り ます。

A0001121

図 20 センサホルダ締め付けバン ド と センサ位置調整ネジ

h 締付けバン ド固定ネジ

i センサ位置調整ネジ

6. 平ら な面を向い合わせて、 センサ位置調整ネジ と センサ固定ナッ ト に保護キ ャ ッ プ （k） 取
り 付て く ださい。

BNC センサケーブルコネ ク タ （l） を上流側 ・ 下流側共に接続し て く ださい。 次にセンサー
ケーブルのアース金具をグ ラ ン ド （m） に通しネジを締めて く ださい。 これで確実な接地が
でき ます。

A0001122

図 21 センサ保護キャ ッ プ と センサケーブルの接続及び接地

k 保護キ ャ ッ プ

l BNC センサケーブルコネ ク タ

m センサケーブルグ ラ ン ド

h

i

k

l

m
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3.3.7 ウォールマウン ト ハウジングの設置

多種なウ ォールマウ ン ト ハウ ジングの設置方法があ り ます。

• 壁への直接取付け
• パネルへの取付け （別個の取付キ ッ ト 使用、 付属品 → 68 ページを参照）
• パイプへの取付け （別個の取付キ ッ ト 使用、 付属品 → 68 ページを参照）

" 警告！

• 設置場所では、 周囲温度が許容範囲 （-20° ～ +60 ℃） を超えないよ う にし て く ださい。 本製品
は日陰に設置し て く ださい。 直射日光は避けて設置し て く ださい。

• ウ ォールマウ ン ト 型変換器は、 ケーブル接続口が下方を向 く よ う に設置し て く ださい。

壁への直接取付け

1. 図 22 に示し た よ う に穴を開けて く ださい。

2. 端子部カバー （a） を取 り 外し て く ださい。

3. 止めネジ （b） をハウジングの穴 （c） に押し込んで く ださい。

- 止めネジ （M6） ： 大 φ6.5 mm
- ネジ頭 ： 大 φ10.5 mm

4. 変換器を壁に固定し て く ださい。

5. 端子カバー （a） をハウジングに取 り 付けて く ださい。

A0001130

図 22 壁への直接取付け
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パネルへの取付け

1. パネルに、 設置用の開口部を設けて く ださい （図 23）。

2. ハウジングを、 パネルの前面から開口部に滑 り 込ませて く ださ い。

3. ウ ォールマウ ン ト ハウジングに留め具を取付けて く ださい。

4. ネジ ロ ッ ド をブラ ケ ッ ト にねじ込み、 ハウジングがパネルにし っか り 固定される まで締め
て く ださい。 対のナッ ト を締めて く ださい。 これ以上の支えは必要あ り ません。

A0001131

図 23 パネルへの取付け （ウォールマウン ト ハウジング）

パイプへの取付け

図 24 の説明に従って設置し て く ださ い。

" 警告！

パイプが熱い場合は、 ハウジング温度が 大許容温度 +60 ℃ を超えないよ う にご注意 く ださい。

A0001132

図 24 パイ プへの取付け （ウォールマウン ト ハウジング）
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3.4 設置条件確認

装置を設置し た ら、 次の事項を確認し ます。

装置状況と仕様 注記

装置にダ メ ージはないですか （外観検査） ？ −

装置が、 プロセス温度、 周囲温度、 温度範囲など を含め、 測定個所で

の仕様と 一致し ていますか？

86 ページ以降を参照

設置 注記

測定ポ イ ン ト と それに対応する銘板は正しいですか （外観検査） ？ −

プロセス環境 / プロセス条件 注記

流れ方向は正しいですか？ 15 ページを参照

変換器が、 湿気あ るいは直射日光から保護されていますか？ −
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4 配線

# 危険！

防爆機器を接続する際は、 本取扱説明書の追補であ る防爆補足説明書の注意事項 と図を参照し
て く ださい。 ご不明な点は、 寄の弊社営業所にお問い合わせ く ださい。

4.1 接続

4.1.1 プロ ソニ ッ ク フ ロー W/Ｐ/U

# 危険！

• 感電の危険性があ り ます。 装置を開ける前に電源を切って く ださい。 電源に接続されている間
は、 装置の設置あ るいは配線を行わないで く ださい。 この予防措置を怠る と、 電子部品に修理
不可能な損害を も た らす可能性があ り ます。

• 感電の危険性があ り ます。 電源を投入する前に、 ハウジングの接地端子に保安用接地を接続し
て く ださい。

A0001133

図 25 測定装置の接続

A0001134

図 26 センサ接続ケーブルの接続

次ペーの取付方法の図の解説を参照 く ださい。
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解説 ：
A 図 A

B 詳細 B

1 端子部カバー

2 CH 1 上流側

3 CH 1 下流側

4 ケーブル口 （90 には無し）

5 ケーブル口 （90 には無し）

6 ケーブル グ ラ ン ド のカバー

7 ゴムシール

8 ケーブル グ ラ ン ド

9 ケーブル固定ス リ ーブ

10 接地接触端子

11 センサ ケーブルのプラ グ

手順 ：

1. 変換器 ： ネジを緩めて端子部のカバー （図 25 の 5） を取 り 外し て く ださい。

2. チャ ンネル 1 （CH 1） 用のケーブル接続口のブラ ン ク カバーを取 り 外し て く ださい。 

3. センサ付属の特殊ケーブル導入部品を分解し て く ださ い。 両センサ接続ケーブルをケーブ
ルグ ラ ン ド のカバー （6） に通し、 端子部に挿入し て く ださい。 

4. 両センサケーブルのケーブル固定ス リ ーブ （9） を互いに隣 り 合 う よ う に配置し て く ださ い
（詳細図 B）。 接地接触端子 （10） を押し下げ、 きつ く 締めて く ださい。 これで正しい接地が
行えます。

5. 両センサケーブルを所定の位置に固定でき る よ う に、 適当な工具 （ネジ回し など） を使用
し て、 ゴムシール （7） をサイ ド ス リ ッ ト に沿って広げて く ださい。 ゴムシールを押し上げ
てケーブルグ ラ ン ド （8） に挿入し て く ださい。 ケーブルグ ラ ン ド のカバー （6） を きつ く
閉めて く ださい。

6. 図 25 に示された方法で、 センサケーブルコネ ク タ （11） を差し込んで く ださい。

7. 変換器 ： 端子部カバー （1） をかぶせて固定し ます。

4.1.2 ケーブル仕様

センサケーブル
• 弊社販売の各センサペアに付属し ている ケーブルを使用し て く ださ い。 ケーブルはすぐに使

用でき る状態になっています。
• ケーブルの長さは 5 m、 10 m、 15 m および 30 m になっています。
• ケーブル材質は、 PTFE および PVC の中から選択でき ます。

電磁波障害のあ る場所
測定装置は、 EN 　 61010、 EN 61326/A1 の EMC 指令 および NAMUR 推奨基準 NE 21 に従 う 一般
安全要件に準拠し ています。

" 警告！

接地は、 接続ハウ ジングの内側に装備された接地端子を使用し て行います。
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4.2 測定ユニ ッ ト の接続

4.2.1 変換器の接続

# 危険！

• 感電の危険性があ り ます。 装置を開ける前に電源を切って く ださい。 電源に接続されている間
は、 装置の設置あ るいは配線を行わないで く ださい。 この予防措置を怠る と、 電子部品に修理
不可能な損害を も た らす可能性があ り ます。

• 感電の危険性があ り ます。 電源を投入する前に、 ハウジングの接地端子に保安用接地を接続し
て く ださい （電源が絶縁されている場合は必要あ り ません）。

• 銘板の仕様と現場の供給電圧および周波数を確認し て く ださ い。 電気機器の設置に関し ては国
内の規則にも従って く ださい。

1. 端子部のカバー （ f ） を変換器から外し ます。

2. 適当なケーブル口へ電源ケーブル （a） および信号ケーブル （b） を挿入し ます。

3. 配線 ：

- 接続平面図 （ウ ォールマウ ン ト ハウジング） → 図 27
- 端子の割当て → 34 ページ

4. 端子部カバー （ f ） を元どお り 閉め、 変換器にし っか り ねじ留めし ます。

A0001135

図 27 変換器の接続 （ウォールマウン ト ハウジング） 導線の断面積 最大 2.5 mm2

a 電源ケーブル ： AC 85 ～ 260 V、 20 ～ 55 V、 DC 16 ～ 62 V

端子番号 1 ： L1 （AC）、 L+ （DC）

端子番号 2 ： N （AC）、 L- （DC）

b 信号ケーブル ： 端子番号 20-27 → 34 ページ

c アース用の接地端子 （PE）

d 信号ケーブルシール ド用接地端子

e サービ ス イ ン ターフ ェース FXA 193 接続用サービ スアダプタ。

（フ ィ ール ド チェ ッ ク、 フ ィ ール ド ツール）

f 端子部のカバー
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4.2.2 端子の割当て

端子番号（入力 / 出力）

仕様コード 20（+）/ 21（-） 22（+）/ 23（-） 24（+）/ 25（-） 26（+）/ 27（-）

90***-***********W − − − 電流出力

HART

90***-***********A − − 周波数出力
電流出力

HART

90***-***********D ステータ ス入力 ステータ ス出力 周波数出力
電流出力

HART

ステータ ス入力 （補助入力）

電気的に絶縁、 DC 3 ～ 30 V、 Ri = 5 kΩ

ステータ ス出力

オープン コ レ ク タ出力 大 DC 30 V / 250 mA ； 電気的に絶縁

エラー メ ッ セージ、 流れ方向、 上下限用に設定可能

周波数出力 （パッ シブ）

オープン コ レ ク タ、 電気的に絶縁、 30 VPC、 250 mA

- 周波数出力 ： フルスケール周波数 2 ～ 1000 Hz （fmax = 1250 Hz）、 オン / オフ比～ 1:1、

パルス幅 大 2 s

- パルス出力 ： パルス値およびパルス極性選択可、 パルス幅設定可 （0.5 ～ 2000 ms）

電流出力 （アク テ ィ ブ / パッ シブ）

電気的に絶縁、 ア ク テ ィ ブ ： 0/4 ～ 20 mA、 RL < 700 Ω （HART: RL ≥ 250Ω）、 

パッ シブ ： 4 ～ 20 mA、 大 DC 30 V 、 Ri ≤ 150Ω、

接地接続、 電源 → 33 ページ
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4.2.3 HART 接続

HART 通信への接続方法は以下の 2 通 り です。

• 端子 26、 27 に直接接続する方法
• 4 ～ 20 mA 回路を使用し て接続する方法

! 注意！

• 測定ループの 小負荷は、 250 Ω 以上でなければな り ません。
• 装置を接続し てから、 次の設定を行って く ださい。

電流範囲機能 → "4-20 mA HART" または "4-20 mA （25 mA） HART"

HART ハン ド ヘルド コ ミ ュニケーターの接続

HART Communication Foundation 発行の資料、特に HCF LIT 20 ： "HART 技術概要 " も参照し て く
ださい。

A0001136

図 28 HART ハン ド ヘルド コ ミ ュニケーターの接続 ：

1 = HART コ ミ ュニケーター、 2 = 電源、 3 = シールド、 4 = その他の装置あるいは PLC （パッ シブ入力）

パソ コ ン （PC） の接続

操作ソ フ ト ウ ェア （"FieldTool" など） がイ ン ス ト ールされたパーソナルコ ンピ ュータ を接続す
るには、 HART モデム （コ ミ ュボ ッ ク ス FXA 191 など） が必要にな り ます。

HART Communication Foundation 発行の資料、 特に HCF LIT 20: "HART 技術概要 " も参照し て く
ださい。

A0001137

図 29 操作ソ フ ト ウ ェ アがイ ンス ト ールされた PC の電気接続 

1 = 操作ソ フ ト ウ ェ アがイ ンス ト ールされた PC、 2 = 電源、 3 = シールド、 4 = その他の装置あるいは PLC

（パッ シブ入力）、 5 = HART モデム （例 - コ ミ ュボ ッ クス FXA 191）
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4.3 電位平衡 

センサから変換器にケーブルを接続する こ と で電位平衡を保ちます。

! 注意！

防爆領域で使用する機器に関し ては、 防爆補足説明書の指示に従って く ださい。

4.4 保護等級

変換器 （ウォールマウン ト ハウジング）

装置は保護等級 IP 67 の要件をすべて満た し ています。 IP 67 を維持するために、現場での設置ま
たは メ ンテナン スの後は、 必ず以下の点を確認し て く ださい。

• ハウジングの溝にはめ込まれたシールは、 清浄でかつ損傷し ていないこ と。 必要に応じ て、
シールの乾燥、 洗浄または交換を し て く ださ い。 

• すべてのネジ部品を し っか り 締めて く ださ い。
• 接続ケーブルは、 指定された外径のものを使用し て く ださ い （88 ページを参照）。
• ケーブル接続口を し っか り 固定し て く ださ い （図 30）。 
• 使用し ないケーブル接続口はすべて取 り 外し、 代 り にダ ミ ープラ グを差し込んで く ださい。
• グ ロ メ ッ ト をケーブル接続口から取 り 外さ ないよ う にし て く ださ い。

A0001138

図 30 変換器ハウジングのケーブル接続口の取付指示

プロ ソニ ッ ク フ ロー W/P センサ （ク ラ ンプオンバージ ョ ン）

測定センサ W/P は保護等級 IP 67 又は 68 の要件をすべて満た し ています。
（保護等級の情報は、 センサの銘板をご覧 く ださい）。
IP 67/68 を維持する ために、 現場での設置または メ ンテナン スの後は、 必ず以下の点を確認し て
く ださい。

• 弊社が供給する専用ケーブルを使用し て く ださ い。
• ケーブルコネ ク タ シール （1） にはきれいで乾燥されてお り 、 シール溝に装着する際に傷が無

い事。 必要な場合は交換し て く ださい。
• コネ ク タは差し込んでロ ッ ク が掛かる まで締ま っている事。

A0001139

図 31 コネク タ と IP 67/68 保護での取り付け

1
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プロ ソニ ッ ク フ ロー Ｕ センサ （ク ラ ンプオン）
流量測定センサ Ｕ は保護等級 IP 54 規格のセンサです。
IP 54 を維持する ために、 現場での設置または メ ンテナン スの後は、 必ず以下の点を確認し て く
ださい。

• 弊社が供給する専用ケーブルを使用し て く ださい。
• BNC コネ ク タ （1） はきれいで乾燥しかつ損傷の無い事。
• BNC コネ ク タ （1） は差し込んでロ ッ クが掛かる まで締ま っている事。

A0001140

図 32 BNC コネク タ と IP54 保護での取り付け

4.5 接続確認

測定装置の電気接続が完了し た ら、 次の点を確認し て く ださい。

装置状況と仕様 注記

ケーブルあ るいは装置にダ メ ージはないですか （外観検査） ？ −

配線 注記

電源電圧が銘板の仕様 と一致し ていますか？ AC 85 ～ 260 V （45 ～ 65 Hz）

AC 20 ～ 55 V （45 ～ 65 Hz）

DC 16 ～ 62 V

ケーブルの仕様は正しいですか？ 32、 88 ページを参照

ケーブルには、 適切な余裕があ り ますか？ −

ケーブルはタ イプ別 （電源ラ イ ン、 信号ラ イ ン） に正確に分け られて

いますか？

ケーブルに余分なた るみや交差があ り ますか？

−

電源ケーブルおよびセンサケーブルが正確に接続されていますか？ 端子部分のカバーの内側に

あ る配線図を参照

すべてのネジ端子が適切に締められていますか？ −

取付け られたすべてのケーブルグ ラ ン ド は固定され密封されています

か？

36 ページ以降を参照

電線管接続口は、 し っか り 設置、 締め付け されシ－ルされています？ 36 ページを参照

すべてのハウ ジングカバーは、 し っか り 設置されていますか？ −

1
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5 操作

5.1 操作の簡単な説明

機器の設定にはい く つかの方法が り ます。

1. 現場指示計 （オプシ ョ ン） → 40 ページ
現場指示計によ り 、 フ ィ ール ド で機器の測定点での重要なパラ メ ーター、 設定値などを知
る こ と ができ、 現場でパラ メ ータの設定などを行 う こ と ができ ます。

2. 設定プロ グ ラ ム
本体での操作以外に操作プロ グ ラ ム "ToF Tool - Fieldtool Package" によ る設定。
エン ド レスハウザー ジャパン 39
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5.2 表示部および操作部

デ ィ スプレ イ付変換器であれば、 測定ポイ ン ト で重要なパラ メ ータ をすべてデ ィ スプレ イ上で
読み取る こ と ができ ます。 また " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ " あ るいは機能マ ト リ ク ス を使って装
置の設定を行 う こ と も でき ます。

表示部は 2 行で構成されてお り 、 測定値およびステータ ス変数 （流れ方向、 バーグ ラ フなど）
が表示されます。 ニーズおよび好みに合 う よ う に、 表示行の割当てを別の変数に変更する こ と も
でき ます （" 機能説明書 " を参照）。

A0001141

図 33 表示部および操作部

液晶ディスプレイ（1）
バッ ク ラ イ ト 付きの、 2 行構成の液晶デ ィ スプレ イには、 測定値、 ダ イ ア ロ グテキス ト 、 エラー メ ッ セージ

および情報 メ ッ セージが表示されます。 標準の測定モード が表示されるデ ィ スプレ イは、 HOME ポジシ ョ ン

（運転モード） と呼ばれます。 

上段 ： 主要な測定値を表示。 例えば体積流量 （ml/min） も し く は （%）。

下段 ： 追加測定変数も し く はステータ ス変数を表示。 例えば積算値 （m3）、 バーグ ラ フ、 タ グネーム。

プラス / マイナスキー（2）
- 数値の入力、 パラ メ ータの選択

- 機能マ ト リ ク ス内の異なるブロ ッ ク、 グループおよび機能グループの選択

下記の機能を始動させる ために、 OS キーを同時に押し て く ださ い。 ：

- 機能マ ト リ ク ス を順次終了 → HOME ポジシ ョ ン
- OS キーを 3 秒以上推し続けます。 → HOME ポジシ ョ ンに戻 り ます。

- データ入力をキ ャ ンセルし ます。

エンターキー（3）
- HOME ポジシ ョ ン → 機能マ ト リ ッ ク スに移動し ます。

- 入力し た数値または変更し た設定を保存し ます。

Esc

E+-

1

32

+48.25 xx/yy

+3702.6 x
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5.3 機能マ ト リ クスの簡易操作説明

! 注意！

• 42 ページの一般的注意を参照し て く ださい。
• 機能説明 → " 機能説明書 " を参照し て く ださい。

1. HOME ポジシ ョ ン →  F  →  機能マ ト リ ッ ク スに入 り ます。

2. グループを選択し ます （例えば、 デン リ ュ ウシュ ツ リ ョ ク 1）。

3. 機能の選択 （例えば、 ｼﾞﾃｲｽｳ）

パラ メ ータの変更 / 数値の入力
OS → リ リ ース コード、 パラ メ ータ、 数値を選択または入力し ます。
F → 入力を上書き保存し ます。

4. 機能マ ト リ ッ ク ス を終了し ます。

- Esc キー （X） を 3 秒以上押しつづけます。 → HOME ポジシ ョ ンに戻 り ます。
- Esc キー （X） を繰 り 返し押し て く ださい。 → 順々に HOME ポジシ ョ ンに戻 り ます。

A0001142

図 34 機能の選択およびパラ メ ータの設定 （機能マ ト リ ッ クス）
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5.3.1 一般的注意

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー （61 ページを参照） には、 装置の設定に必要な標準設定が入っ
ています。 また、 特殊な設定に応じ る ため、 追加機能も あ り 、 こ の追加機能が多数含まれる機能
マ ト リ ッ ク スは、 操作を簡単にするため、 多数の メ ニューレベル （グループ、 機能グループ）
に分類されています。

機能を設定する場合は、 次の指示に従って く ださい。

• 41 ページに記載された方法で機能を選択し て く ださい。 
• 特定の機能をオフにする こ と ができ ます （OFF）。 あ る機能をオフにし た場合は、 関連する他

の機能グループの機能も表示されな く な り ます。
• あ る機能では入力データの確認が行われます。 OS を押し て、" ﾊｲ " を選択し、次に F を押し て

確定し て く ださい。 これで、 新たな設定が保存され、 あ るいはあ る機能がス ター ト し ます。
• 5 分間キー操作が行なわれない場合は、 自動的に HOME ポジシ ョ ンに戻 り ます。

! 注意！

• 変換器は、 データの入力中でも測定を続行し ます。 つま り 、 現在の測定値は、 信号出力に
よ って通常の方法で出力されます。

• 電源異常 （停電） が発生し て も、 事前に設定された値およびパラ メ ータ値はすべて EEPROM 
に安全に保存されます。

" 警告！

機能マ ト リ ッ ク ス を含め、 すべての機能の詳細は、 本取扱説明書 と は別冊になっている " 機能
説明書 " に記載されています。

5.3.2 プログラ ミ ングモー ドの有効化

機能マ ト リ ク スの操作を ロ ッ ク でき ます。 機能マ ト リ ッ ク スがロ ッ ク の状態では、 不注意によ
る装置の機能、 数値または工場設定値の変更が不可能です。 設定が変更でき る よ う にするには、
ア ク セス コード （工場出荷時の設定 = 90） を入力し なければな り ません。
ア ク セス コード を変更し て （→ " 機能説明書 " 参照） 許可されない者のア ク セス を排除する こ
と が可能です。

コード を入力する場合は、 次の指示に従って く ださい。

• プロ グ ラ ミ ングがロ ッ ク された状態で、 あ る機能で OS  キーを押すと、 表示部にコード入力
画面が自動的に表示されます。

• ユーザーコード と し て "0" を入力する と、 常にプロ グ ラ ミ ングが可能な状態にな り ます。
• プラ イベー ト  コード を紛失し た場合は、 弊社サービ スにお問い合わせ く ださい。

" 警告！

あ る種のパラ メ ータ （例えばすべてのセンサ特性など） を変更する と、 測定装置全体にわた る
多 く の機能、 特に測定精度に影響を及ぼし ます。
通常の状況下では、 これらのパラ メ ータ を変更する必要はないため、 これらのパラ メ ータは、
弊社サービ スのみが認識し ている特別なコード で保護されています。 ご質問は、 弊社サービ スに
ご連絡 く ださい。
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5.3.3 プログラ ミ ングモー ドの無効化

HOME ポジシ ョ ンに戻った後、 60 秒間キー操作を行なわなかった場合は、 プロ グ ラ ミ ングモー
ド は自動的にロ ッ ク されます。
" ア ク セス コード " 機能において、 （ユーザーコード以外の） 任意の数字を入力する こ と によ っ
て、 プロ グ ラ ミ ングを ロ ッ クする こ と も でき ます。

5.4 エラー メ ッ セージ

エ ラーの種類

設定あ るいは測定作業中に発生するエラーは、 すぐに表示されます。 2 つ以上のシステムエラー
またはプロセスエラーが発生し た場合、 優先に処理する必要のあ るエラーが表示部に表示さ
れます。

エラーには以下の 2 種類があ り ます。

• システムエラー : このグループには、 例えば、 通信エラー、 ハー ド ウ ェ アエラーなど、 装置に
関するエラーがすべて含まれます。 → 72 ページを参照

• プロセスエラー ： こ のグループには、 例えば、 測定範囲の超過など、 すべてのアプ リ ケー
シ ョ ン上のエラーが含まれます。 → 76 ページを参照

A0000991

図 35 エラー メ ッ セージの表示 （例）

1 エラータ イプ ： P = プロセスエラー、 S = システムエラー

2 エラー メ ッ セージ タ イプ ： $ = ア ラーム メ ッ セージ､ ! = 注意 メ ッ セージ

3 エラー名称 ： 例 ： オン ソ ク レ ンジ チ ョ ウ カで音速が測定範囲を超えています。

4 エラー番号 ： 例 ： #491

5 新のエラー発生継続時間 （時間、 分および秒）

エ ラー メ ッ セージの種類

システムエラーおよびプロセスエラーは、 " アラームメッセージ " または " 注意メッセージ " と し て
定義する こ と によ って、 それぞれ異なる重みを付ける こ と ができ ます。 機能マ ト リ ッ ク ス を使用
し て、 このよ う な メ ッ セージの定義を行な う こ と ができ ます （" 機能説明書 " を参照）。 モ
ジ ュールの異常などの重大なシステムエラーは、 常に、 装置によ って、 " ア ラーム メ ッ セージ "
と し て識別および分類されます。

注意 メ ッ セージ （!）
• 表示形態 → 感嘆符 （!）、 エラータ イプ （S ： システムエラー、 P ： プロセスエラー）。
• こ のエラーは、 装置の出力には一切影響を及ぼし ません。

ア ラーム メ ッ セージ （ $）
• 表示形態 → 稲光 （$）、 エラータ イプ （S ： システムエラー、 P ： プロセスエラー）。
• こ のエラーは、 出力に直接影響を及ぼし ます。

出力の応答 （フ ェールセーフモード） は、 機能マ ト リ ッ ク スの機能を使用し て設定する こ と
ができ ます （78 ページを参照）。

! 注意！

• エラー状態は、 ステータ ス出力で出力でき ます。
• 上位、 下位のエラー メ ッ セージは、 NAMUR 推奨 NE43 に準拠し て電流出力によ り 出力されま

す。

1

2 4 5 3

XXXXXXXXXX

#000 00:00:05

P
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5.5 通信 （HART）

現場操作だけでな く 、 HART プロ ト コルを使用し て も、 測定装置の設定および測定値の読み取
り を行 う こ と ができ ます。 デジ タル通信には、 4 ～ 20 mA の HART 電流出力を使用し ます （35
ページを参照）。

HART プロ ト コルを使用する と、 HART 機器と現場の装置の間で、 設定および診断を行 う ために
測定データおよび装置データの転送を行な う こ と ができ ます。 ハン ドヘル ド コ ミ ュニケーターま
たは PC ベースの操作プロ グ ラ ム （FieldTool など） のよ う な HART 機器には、 HART 対応機種の
全情報にア ク セスするために使 う デバイ スデ ィ ス ク リ プシ ョ ン （DD） フ ァ イルが必要 と な り ま
す。 情報はいわゆる " コマン ド " 使用し て、 排他的に転送されます。 コマン ド には以下の 3 つの
グループがあ り ます。

Universal commands:
すべての HART 対応機種は、 こ のコマン ド をサポー ト し ています。 次の機能を利用する こ と がで
き ます。

• HART 対応機種の識別
• 測定値 （ﾃﾞｼﾞﾀﾙ） の読み取 り （体積流量、 積算計等）

Common practice commands ：
このコマン ド は、 ほ と んどのフ ィ ール ド装置でサポー ト されている機能です。

Device-specific commands ：
これらのコマン ド は、 HART の標準機能ではない、 装置固有の機能にア ク セスする ためのコマ
ン ド です。 これらのコマン ド は個々の現場装置の情報、 と り わけ空 / 満管校正値、 ローフ ロー
カ ッ ト オフ設定のよ う な情報にア ク セス し ます。

! 注意！

測定装置は 3 つのコマン ド ク ラ スすべてにア ク セスでき ます。 48 ページに、 サポー ト されてい
る全 "Universal commands" および "Common practice commands" が記載された リ ス ト が示さ れてい
ます。
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5.5.1 操作オプシ ョ ン

Device-specific commands も含めて、 測定装置を完全に操作する ために、 デバイ スデ ィ ス ク リ プ
シ ョ ン （DD） フ ァ イルを使用する こ と ができ ます。 この DD フ ァ イルによ って、 以下の機器お
よびソ フ ト ウ ェアが使用でき ます。

! 注意！

HART プロ ト コルは、 "CURRENT RANGE" 機能で、 "4 ～ 20mA HART" または "4-20 ～ mA （25 
mA） HART" を設定する必要があ り ます。

• HART の書き込み機能は、 I/O ボード のジ ャ ンパーによ り 有効 / 無効を設定でき ます。

HART ハン ド ヘルド コ ミ ュニケーター DXR 375

HART ハン ドヘル ド コ ミ ュニケーターで機能選択する場合、 多数の メ ニューレベルおよび特殊
な HART 機能マ ト リ ッ ク ス を使用する こ と にな り ます。

詳細は、 HART ハン ドヘル ド コ ミ ュニケーターのケースに添付されている、 HART の説明書をご
覧 く ださい。
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5.5.2 最新のソ フ ト ウ ェ ア

以下の表に各操作ツールに対応するデバイ ス、 およびその入手方法を述べています。

HART プロ ト コル ： :

サービ スプロ ト コルによ る操作

対応ソフトウェア： 2.00.XX → 機能 "Device software" (8100)

HART のデバイスデータ
製造者 ID ：

Device ID:

11hex ( エン ド レ ス＋ハウザー社 )

58hex

→ 機能 " ｾｲｿﾞｳｼｬ ID ； 製造者 ID" (6040)

→ 機能 "device id" ； デバイ ス ID" (6041)

HART バージョンデータ： Device Revision 6/ DD Revision 1

リリースされた
ソフトウェア：

11.2004

操作プログラム : デバイスの入手方法：

HART ハン ドヘル ド コ ミ ュ

ニケーター DXR 375

• ハン ドヘル ド コ ミ ュニケーターのア ッ プデー ト 機能を使用

ToF Tool - Fieldtool Package • www.tof-fieldtool.endress.com （→ ダウ ン ロード → ソ フ ト ウ ェ ア → デバイ

ス ド ラ イバー）

• CD-ROM ( エン ド レ ス＋ハウザー社のオーダーコード 50097200)

Fieldcare / DTM • www.endress.com （→ ダウ ン ロード → ソ フ ト ウ ェア → デバイ ス ド ラ イ

バー）

• CD-ROM ( エン ド レ ス＋ハウザー社のオーダーコード 50097200)

AMS • www.endress.com （→ ダウ ン ロード → ソ フ ト ウ ェア → デバイ ス ド ラ イ

バー）

• CD-ROM ( エン ド レ ス＋ハウザー社のオーダーコード 50097200)

SIMATIC PDM • www.endress.com （→ ダウ ン ロード → ソ フ ト ウ ェア → デバイ ス ド ラ イ

バー）

• CD-ROM ( エン ド レ ス＋ハウザー社のオーダーコード 50097200)

対応デバイスソフトウェア： 2.00.XX → 機能 "Device software" (8100)

リリースされたソフトウェア： 11.2004

操作プログラム : デバイスの入手方法：

ToF Tool - Fieldtool Package • www.tof-fieldtool.endress.com （→ ダウ ン ロード → ソ フ ト ウ ェ ア → デバ

イ ス ド ラ イバー）

• CD-ROM ( エン ド レ ス＋ハウザー社のオーダーコード 50097200)

テスタ / シミュレータ : デバイスの入手方法：

Fieldcheck •  Fieldflash モジ ュールによ る ToF Tool - Fieldtool Package のア ッ プデー

ト
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5.5.3 機器変数およびプロセス変数

機器変数 ：
次の機器変数は、 HART 通信で使用可能です。

プロセス変数 ：
プロセス変数は、 工場出荷時に次の機器変数に割当て られています。

• 初期プロセス変数 （PV） → ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ
• 二次プロセス変数 （SV） → ｾｷｻﾝｹｲ
• 三次プロセス変数 （TV） → ｵﾝｿｸ
• 四次プロセス変数 （FV） → ﾘｭｳｿｸ

! 注意！

コマン ド 51 を使用し て、 プロセス変数への機器変数の割当てを設定または変更する こ と ができ
ます （52 ページを参照）。

ID（10 進法） 機器変数

0 ｵﾌ （割当てな し）

30 体積流量

40 音速

49 流速

250 積算計 1
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5.5.4 Universal / common practice HART コマン ド

以下の表には、 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 90 がサポー ト する Universal commands および Common 
practice commands がすべて記載されています。

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）

Universal commands

0 個別のデバイ ス ID の読み込

み

ア ク セス タ イプ = 読み込み

な し デバイ ス ID によ って装置に関する メ ーカ情報

がわか り ます。 変更する こ と はでき ません。

レ スポン スは、 12 バイ ト のデバイ ス ID よ り 構

成されます。

- 0 バイ ト ： 254 に固定

- 1 バイ ト ： 製造者 ID、 17 = E+H

- 2 バイ ト ： デバイ ス タ イプ ID、 88 = プロ ソ

ニ ッ ク フ ロー 90

- 3 バイ ト ： プレ ンブル数

- 4 バイ ト ： Universal commands の改訂番号

- 5 バイ ト ： Device-specific commands の改訂番

号

- 6 バイ ト ： ソ フ ト ウ ェア改訂番号

- 7 バイ ト ： ハード ウ ェア改訂番号

- 8 バイ ト ： 追加装置情報

- 9-11 バイ ト ： 機器 ID

1 一次プロセス変数の読み込み

ア ク セス タ イプ = 読み込み

な し - 3 バイ ト ： 一次プロセス変数の HART 単位

コード

- 1-4 バイ ト ： 一次プロセス変数 

工場設定 ：

一次プロセス変数 = ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ

! 注意！

• コマン ド 51 を使用し て、 プロセス変数への

機器変数の割当てを設定または変更する こ と

ができ ます。

• 製造者固有単位は、HART 単位コード "240" で

表されます。

2 一次プロセス変数を電流値

（mA） と 、 測定範囲のパーセ

ン ト 値と し て読み込み

ア ク セス タ イプ = 読み込み

な し - 0-3 バイ ト ： 一次プロセス変数の電流出力値

（mA）

- 4-7 バイ ト ： 測定範囲のパーセン ト 値

工場設定 ：

一次プロセス変数 = ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ

! 注意！

コマン ド 51 を使用し て、 プロセス変数への機

器変数の割当てを設定または変更する こ と がで

き ます。
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3 一次プロセス変数を電流値

（mA） と 、 4 つのダ イナ ミ ッ

ク プロセス変数 （コマン ド 51 

を使用し て設定）

ア ク セス タ イプ = 読み込み

な し 24 バイ ト はレ スポン ス と し て送信 ：

- 0-3 バイ ト ： 一次プロセス変数の電流値 （mA）

- 4 バイ ト ： 一次プロセス変数の HART 単位

コード

- 5-8 バイ ト ： 一次プロセス変数

- 9 バイ ト ： 二次プロセス変数の HART 単位

コード

- 10-13 バイ ト ： 二次プロセス変数

- 14 バイ ト ： 三次プロセス変数の HART 単位

コード

- 15-18 バイ ト ： 三次プロセス変数

- 19 バイ ト ： 四次プロセス変数の HART 単位

コード

- 20-23 バイ ト ： 四次プロセス変数

工場設定 ：

• 一次プロセス変数 = ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ

• 二次プロセス変数 （SV） ｾｷｻﾝｹｲ

• 三次プロセス変数 = ｵﾝｿｸ

• 四次プロセス変数 = ﾘｭｳｿｸ

! 注意！

• コマン ド 51 を使用し て、 プロセス変数への

機器変数の割当てを設定または変更する こ と

ができ ます。

• 製造者固有単位は、HART 単位コード "240" で

表されます。

6 HART シ ョ ー ト フ ォームア ド

レ スの設定

ア ク セス タ イプ = 書き込み

0 バイ ト ： 要求ア ド レ ス （0 ～ 15）

工場設定 ：

0

! 注意！

ア ド レ ス >0 （マルチ ド ロ ッ プモード） で、 一次

プロセス変数の電流出力は、

4 mA にセ ッ ト されます。 

0 バイ ト ： 有効なア ド レ ス

11 タ グを使用し た装置固有のデ

バイ ス ID の読み込み （測定

ポ イ ン ト 設定）

ア ク セス タ イプ = 読み込み

0-5 バイ ト ： 測定ポ イ ン ト 設定 （タ グ） デバイ ス ID によ って装置に関する メ ーカ情報

がわか り ます。 変更する こ と はでき ません。 

タ グが、 装置に保存されている タ グ と 一致が確

認される と 、 12 バイ ト のデバイ ス ID によ り 構

成されたレ スポン スがあ り ます。

- 0 バイ ト ： 254 に固定

- 1 バイ ト ： 製造者 ID、 17 = E+H

- 2 バイ ト ： デバイ ス タ イプ ID、

88 = プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 90

- 3 バイ ト ： プレ ンブル数

- 4 バイ ト ： Universal commands の改訂番号

- 5 バイ ト ： Device-specific commands の改訂番号

- 6 バイ ト ： ソ フ ト ウ ェア改訂番号

- 7 バイ ト ： ハード ウ ェア改訂番号

- 8 バイ ト ： 追加装置情報

- 9-11 バイ ト ： 機器 ID

12 ユーザー メ ッ セージの読み込

み

ア ク セス タ イプ = 読み込み

な し 0-24 バイ ト ： ユーザー メ ッ セージ

! 注意！

コマン ド 17 を使用しユーザー メ ッ セージを書

き込むこ と ができ ます。

13 タ グ、 記述と日付の読み込み

ア ク セス タ イプ = 読み込み

な し - 0-5 バイ ト ： タ グの名前

- 6-17 バイ ト ： タ グの記述

- 18-20 バイ ト ： 日付

! 注意！

コマン ド 18 を使用し て、 タ グ、 タ グの記述お

よび日付を書き込むこ と ができ ます。

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）
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14 一次プロセス変数上のセンサ

情報の読み込み

な し - 0-2 バイ ト ： センサシ リ アルナンバー

- 3 バイ ト ： センサ リ ミ ッ ト と一次プロセス変

数の測定範囲の HART 単位コード

- 4-7 バイ ト ： 上限値

- 8-11 バイ ト ： 下限値

- 12-15 バイ ト ： 小スパン

! 注意！

• 一次プロセス変数に関連し たデータ

（= ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ）

• 製造者固有単位は、HART 単位コード "240" で

表されます。

15 一次プロセス変数の出力情報

の読み込み

ア ク セス タ イプ = 読み込み

な し - 0 バイ ト ： ア ラームセレ ク シ ョ ン コード

- 1 バイ ト ： ト ラ ン ス フ ァーフ ァ ン ク シ ョ ン

コード

- 2 バイ ト ： 一次プロセス変数の、 設定された

測定範囲用の HART 単位コード

- 3-6 バイ ト ： 測定範囲の 終点、 20 mA 値

- 7-10 バイ ト ： 測定範囲の開始点、 4 mA 値

- 11-14 バイ ト ： 減衰定数 /s

- 15 バイ ト ： 上書き禁止コード

- 16 バイ ト ： OEM デ ィ ーラーコード、

17 = E+H

工場設定 ：

一次プロセス変数 = ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ

! 注意！

• コマン ド 51 を使用し て、 プロセス変数への

機器変数の割当てを設定または変更する こ と

ができ ます。

• 製造者固有単位は、HART 単位コード "240" を

使用し て表されます。

16 装置の製造番号の読み込み

ア ク セス タ イプ = 読み込み

な し 0-2 バイ ト ： 製造番号

17 ユーザー メ ッ セージの書き込

み

ア ク セス = 書き込み

こ のパラ メ ータ下で、 32 文字のテキス ト を装置

に保存する こ と ができ ます。

0-23 バイ ト ： 要求されたユーザー メ ッ セージ

装置内の現在のユーザー メ ッ セージを表示し ま

す。

0-23 バイ ト ： 装置内の現在のユーザー メ ッ セー

ジ

18 タ グ、 タ グの記述および日付

の書き込み

ア ク セス = 書き込み

こ のパラ メ ータ を使用し て、 8 文字のタ グ と 、

16 文字のタ グの記述および日付を保存する こ と

ができ ます。

- 0-5 バイ ト ： タ グの名前

- 6-17 バイ ト ： タ グの記述

- 18-20 バイ ト ： 日付

装置内の 新の情報を表示し ます。

- 0-5 バイ ト ： タ グの名前

- 6-17 バイ ト ： タ グの記述

- 18-20 バイ ト ： 日付

Common practice commands

34 一次プロセス変数のダンピン

グ値の書き込み

ア ク セス = 書き込み

0-3 バイ ト ： 一次プロセス変数のダンピング値

（秒）

工場設定 ：

一次プロセス変数 = ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ

装置内の 新のダンピング値を表示し ます。

0-3 バイ ト ： ダンピング値 （秒）

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）
50 エン ド レスハウザー ジ ャパン



プロ ソニ ッ ク フ ロー 90 5 操作
35 一次プロセス変数の測定範囲

の書き込み

ア ク セス = 書き込み

測定範囲の書き込み

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数の HART 単位

コード

- 1-4 バイ ト ： 上限範囲、 20 mA 値

- 5-8 バイ ト ： 下限範囲、 4 mA 値

工場設定 ：

一次プロセス変数 = ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ

! 注意！

• コマン ド 51 を使用し て、 プロセス変数への

機器変数の割当てを設定または変更する こ と

ができ ます。

• HART 単位コード がプロセス変数に対し て正

し く ない場合、 装置は前回有効であった単位

を使用し続けます。

レ スポン ス と し て、 現在設定されている測定範

囲が表示されます。

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数の測定範囲の設

定のための HART 単位コード

- 1-4 バイ ト ： 上限範囲、 20 mA 値

- 5-8 バイ ト ： 下限範囲、 4 mA 値

! 注意！

製造者固有単位は、 HART 単位コード "240" で

表されます。

38 装置ステータ スの リ セ ッ ト

" 構成の変更 "

ア ク セス = 書き込み

な し な し

40 一次プロセス変数の出力電流

のシ ミ ュ レーシ ョ ン

ア ク セス = 書き込み

一次プロセス変数の出力電流シ ミ ュ レーシ ョ

ン。 シ ミ ュ レーシ ョ ンモード の入力値に 0 を入

力する と シ ミ ュ レーシ ョ ンモード を終了し ま

す。

0-3 バイ ト ： 出力電流値 （mA）

工場設定 ：

一次プロセス変数 = ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ

! 注意！

コマン ド 51 を使用し て、 プロセス変数への機

器変数の割当てを設定または変更する こ と がで

き ます。

一次プロセス変数の出力電流値が表示されま

す。

0-3 バイ ト ： 出力電流値 （mA）

42 マス ター リ セ ッ ト の実行

ア ク セス = 書き込み

な し な し

44 一次プロセス変数の単位の書

き込み

ア ク セス = 書き込み

一次プロセス変数の単位を設定し ます。 プロセ

ス変数に適し た単位のみが装置に転送されま

す。

0 バイ ト ： HART 単位コード

工場設定 ：

一次プロセス変数 = ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ

! 注意！

• 書き込まれた HART 単位コード が、

プロセス変数に対し て正し く ない場合、 装置

は前日有効であった単位を使用し続けます。

• 一次プロセス変数の単位を変更し て も、 シス

テムには影響はあ り ません。

一次プロセス変数の 新の単位コード が表示さ

れます。

0 バイ ト ： HART 単位コード

! 注意！

製造者固有単位は、 HART 単位コード "240" で

表されます。

48 追加装置情報の読み込み

ア ク セス = 読み込み

な し 装置のステータ スが、 拡張フ ォームに表示され

ます。

コード ： 53 ページの表を参照し て く ださ い。

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）
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50 4 つのプロセス変数のための

機器変数の割 り 当ての読み込

み

ア ク セス = 読み込み

な し プロセス変数の 新の変数割 り 当てが表示され

ます。

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数のための機器変

数コード

- 1 バイ ト ： 二次プロセス変数のための機器変

数コード

- 2 バイ ト ： 三次プロセス変数のための機器変

数コード

- 3 バイ ト ： 四次プロセス変数のための機器変

数コード

工場設定 ：

• 一次プロセス変数 ： コード 30 （ﾀｲｾｷ 

ﾘｭｳﾘｮｳ）

• 二次プロセス変数 ： コード 250 （ｾｷｻﾝｹｲ）

• 三次プロセス変数 ： コード 40 （ｵﾝｿｸ）

• 四次プロセス変数 ： コード 49 （ﾘｭｳｿｸ）

! 注意！

コマン ド 51 を使用し て、 プロセス変数への機

器変数の割当てを設定または変更する こ と がで

き ます。

51 4 つのプロセス変数のための

機器変数の割 り 当ての書き込

み

ア ク セス = 書き込み

4 つのプロセス変数のための機器変数の割 り 当

ての設定

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数のための機器変

数コード

- 1 バイ ト ： 二次プロセス変数のための機器変

数コード

- 2 バイ ト ： 三次プロセス変数のための機器変

数コード

- 3 バイ ト ： 四次プロセス変数のための機器変

数コード

サポー ト 機器変数コー ド ：

47 ページのデータ を参照し て く だ さい。

工場設定 ：

• 一次プロセス変数 = ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ

• 二次プロセス変数 = ｾｷｻﾝｹｲ

• 三次プロセス変数 = ｵﾝｿｸ

• 四次プロセス変数 = ﾘｭｳｿｸ

プロセス変数の単位割 り 当てが表示されます。

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数のための機器変

数コード

- 1 バイ ト ： 二次プロセス変数のための機器変

数コード

- 2 バイ ト ： 三次プロセス変数のための機器変

数コード

- 3 バイ ト ： 四次プロセス変数のための機器変

数コード

53 機器変数単位の書き込み

ア ク セス = 書き込み

こ のコマン ド は、 与え られた機器変数の単位を

設定し ます。 機器変数に適応し た これらの単位

のみが転送されます。

- 0 バイ ト ： 機器変数コード

- 1 バイ ト ： HART 単位コード

機器変数サポー ト コー ド ：

47 ページのデータ を参照し て く だ さい。

! 注意！

• 書込まれた単位が機器変数に対し て正し く な

い場合、 装置は前回有効であった単位を使用

し続けます。

• 機器変数の単位を変更し て も、 システムには

影響あ り ません。

機器変数の 新の単位コード が表示されます。

- 0 バイ ト ： 機器変数コード

- 1 バイ ト ： HART 単位コード

! 注意！

製造者固有単位は、 HART 単位コード "240" で

表されます。

59 メ ッ セージレ スポン スへのプ

レ ンブル数の書き込み

ア ク セス = 書き込み

こ のパラ メ ータは、 メ ッ セージレ スポン スに挿

入されたプレ ンブル数を設定し ます。

0 バイ ト ： プレ ンブル数 （2 ～ 20）

新のプレ ンブル数が表示されます。

0 バイ ト ： プレ ンブル数

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）
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5.5.5 装置ステータ ス / エラー メ ッ セージ

コマン ド 48 よ って、 新のエラー メ ッ セージを拡張装置ステータ スによ って見る こ と ができ ま
す。 コマン ド は、 ビ ッ ト に分割されたコード情報と し て送信されます （以下の表を参照し て く だ
さい）。

! 注意！

装置ステータ ス、 エラー メ ッ セージ、 およびそれらの削除に関する詳細については、 72 ページ
以降を参照し て く ださい。

バイト ビット エラー No. エラーの概要（→ 72 ページ以降）

0

0 001 重大なデバイ スエラー

1 011 EEPROM の故障

2 012 EEPROM のデータ ア ク セスの不良

3 割 り 当てな し -

4 割 り 当てな し -

5 割 り 当てな し -

6 割 り 当てな し -

7 割 り 当てな し -

1

0 割 り 当てな し -

1 割 り 当てな し -

2 割 り 当てな し -

3 割 り 当てな し -

4 割 り 当てな し -

5 割 り 当てな し -

6 割 り 当てな し -

7 割 り 当てな し -

2

0 割 り 当てな し -

1 081 センサ / 変換器の接続 （下流側） の中断

2 割 り 当てな し -

3 割 り 当てな し -

4 084 センサ / 変換器の接続 （上流側） の中断

5 割 り 当てな し -

6 割 り 当てな し -

7 割 り 当てな し -

3

0 割 り 当てな し -

1 割 り 当てな し -

2 割 り 当てな し -

3 111 積算計チェ ッ ク サムエラー

4 121 入出力基板と アンプ基板に互換性な し

5 割 り 当てな し -

6 割 り 当てな し -

7 割 り 当てな し -
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4

0 割 り 当てな し -

1 割 り 当てな し -

2 割 り 当てな し -

3 割 り 当てな し -

4 261 アンプ と 、 I/O ボード間でデータ転送な し

5 割 り 当てな し -

6 割 り 当てな し -

7 割 り 当てな し -

5

0 割 り 当てな し -

1 割 り 当てな し -

2 割 り 当てな し -

3 割 り 当てな し -

4 割 り 当てな し -

5 割 り 当てな し -

6 割 り 当てな し -

7 339

電流バッ フ ァ ：

一時的にバッ フ ァ リ ング された流量 （脈流用の測定モード） を、

60 秒以内に ク リ アまたは出力する こ と ができ ませんでし た。

6

0 340

1 341

2 342

3 343

周波数バッ フ ァ ：

一時的にバッ フ ァ リ ング された流量 （脈流用の測定モード） を、

60 秒以内に ク リ アまたは出力する こ と ができ ませんでし た。

4 344

5 345

6 346

7 347

パルスバッ フ ァ ：

一時的にバッ フ ァ リ ング された流量 （脈流用の測定モード） を、

60 秒以内に ク リ アまたは出力する こ と ができ ませんでし た。

7

0 348

1 349

2 350

3 351

電流出力 ： 流量が範囲外と なっている。
4 352

5 353

6 354

7 355

周波数出力 ： 流量が範囲外と なっている。

8

0 356

1 357

2 358

3 359

パルス出力 ： パルス出力周波数が範囲外と なっている。
4 360

5 361

6 362

7 割 り 当てな し -

バイト ビット エラー No. エラーの概要（→ 72 ページ以降）
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9

0 割 り 当てな し -

1 割 り 当てな し -

2 割 り 当てな し -

3 割 り 当てな し -

4 割 り 当てな し -

5 割 り 当てな し -

6 割 り 当てな し -

7 割 り 当てな し -

10

0 割 り 当てな し -

1 割 り 当てな し -

2 割 り 当てな し -

3 割 り 当てな し -

4 391 音響測定区域の減衰度が大きい。

5 割 り 当てな し -

6 割 り 当てな し -

7 割 り 当てな し -

11

0 割 り 当てな し -

1 割 り 当てな し -

2 割 り 当てな し -

3 割 り 当てな し -

4 割 り 当てな し -

5 割 り 当てな し -

6 割 り 当てな し -

7 割 り 当てな し -

12

0 割 り 当てな し -

1 割 り 当てな し -

2 割 り 当てな し -

3 割 り 当てな し -

4 491 音速が測定範囲を超過。

5 割 り 当てな し -

6 割 り 当てな し -

7 501 新しい ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ンがロード されています。 現在、 他

のコマン ド は実行でき ません。

13

0 割 り 当てな し -

1 割 り 当てな し -

2 割 り 当てな し -

3 割 り 当てな し -

4 割 り 当てな し -

5 割 り 当てな し -

6 割 り 当てな し -

7 割 り 当てな し -

バイト ビット エラー No. エラーの概要（→ 72 ページ以降）
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14

0 592 初期化中 出力はすべて "0" に設定

1 割 り 当てな し -

2 割 り 当てな し -

3 601 ポジテ ィ ブゼロ リ ターンが有効になっています。

4 割 り 当てな し -

5 割 り 当てな し -

6 割 り 当てな し -

7 611

電流出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。

15

0 612

1 613

2 614

3 621

周波数出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。
4 622

5 623

6 624

7 631

パルス出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。

16

0 632

1 633

2 634

3 641

ステータ ス出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。
4 642

5 643

6 644

7 割 り 当てな し -

17

0 割 り 当てな し -

1 割 り 当てな し -

2 割 り 当てな し -

3 割 り 当てな し -

4 割 り 当てな し -

5 割 り 当てな し -

6 割 り 当てな し -

7 671

ステータ ス入力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。

18

0 672

1 673

2 674

3 691 エラー時の出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。

4 692 体積流量シ ミ ュ レーシ ョ ン作動

5 割 り 当てな し -

6 割 り 当てな し -

7 割 り 当てな し -

バイト ビット エラー No. エラーの概要（→ 72 ページ以降）
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19

0 割 り 当てな し -

1 割 り 当てな し -

2 割 り 当てな し -

3 割 り 当てな し -

4 割 り 当てな し -

5 割 り 当てな し -

6 割 り 当てな し -

7 割 り 当てな し -

20

0 割 り 当てな し -

1 割 り 当てな し -

2 割 り 当てな し -

3 割 り 当てな し -

4 割 り 当てな し -

5 731 ゼロポ イ ン ト 調整ができ ません。

6 割 り 当てな し -

7 割 り 当てな し -

21

0 割 り 当てな し -

1 割 り 当てな し -

2 割 り 当てな し -

3 割 り 当てな し -

4 割 り 当てな し -

5 割 り 当てな し -

6 割 り 当てな し -

7 割 り 当てな し -

バイト ビット エラー No. エラーの概要（→ 72 ページ以降）
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6 設定

6.1 機能確認

測定を開始する前に、 終チェ ッ ク を行って く ださい。

• " 設置条件確認 " チェ ッ ク リ ス ト → 30 ページ
• " 接続確認 " チェ ッ ク リ ス ト → 37 ページ

装置への電源供給

接続確認が （37 ページを参照） 正常に完了し た ら、 電源を供給し ます。 この時点で装置は操作
可能な状態にな り ます。

電源がオンにな る と、 測定装置は多数の自己診断を行います。 次の様な メ ッ セージが順番に表示
部に表示されます。

電源をオンにする とすぐに標準測定モード が開始されます。 各種の測定値やステータ スパラ メ ー
タが表示部に表示されます （HOME ポジシ ョ ン）。

! 注意！

ス ター ト ア ッ プに失敗する と、 原因を示すエラー メ ッ セージが表示されます。

ĪĽĹĝĤčĖĪĹĎ 90
ĚĢļđĔĐĚ . .

ス ター ト ア ッ プ メ ッ セージ

ďĻĪĽ SW ĨļĎĚļČĻ
V X.XX.XX

現行のソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 

Ěěġį OK
→ ēīĽĸĎĚČĻ

標準測定モード の開始
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6.2 現場指示計による設定

6.2.1 " センサの設置 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

機器の現場設定機能があ る場合は、 センサ距離は、 " センサ " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー
（図 36） によ り 知る こ と ができ ます。

機器の現場設定機能がない場合は、 各パラ メ ーターおよび機能は、 設定プロ グ ラ ム "ToF Tool - 
Fieldtool Package" （63 ページを参照） によ り 設定でき ます。

F06-90xxxxxx-19-xx-xx-en-001

図 36 センサの設置用 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ " メ ニュー

! 注意！

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行しパラ メ ータ操作中に ESC キー （QUICK SETUP 
COMMISSIONINGX） を押すと素早 く " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ " 機能セルに戻 り ます。

システム単位を変更する と温度単位、 長さ単位、 流速単位に自動的に反映されます。

センサ位置機能は、測定機能でソ ト ト リ ツケを選択し、 ト ラバース数が 2 又は 4 の時だけ表
示されます。

ワ イヤの長さ機能は、測定機能でソ ト ト リ ツケを選択し、 ト ラバース数 1 又は 3 を選択し た
時のみ表示されます。

++ +E E

ENDRESS+HAUSER

Esc

E+-

➀

➁

➂
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6.2.2 " 設定 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

機器の現場設定機能があ る場合は、 全ての標準測定用の重要なデバイ スパラ メ ーターは、 ク イ ッ
ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー （図 37） によ り 容易に素早 く 設定でき ます。

機器の現場設定機能がない場合は、 各パラ メ ーターおよび機能は、 設定プロ グ ラ ム "ToF Tool - 
Fieldtool Package" によ り 設定可能です。

F06-90xxxxxx-19-xx-xx-en-000

図 37 " 設定 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プによる重要なデバイス機能の素早い設定

 - : については次ページ参照

++ +E E

➀

➀

➁

➃

➂

ENDRESS+HAUSER

Esc

E+-

FREQ

20mA

0_4mA
 

MAX.

MIN.

?

?

?
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! 注意！

設定中に ESC キー （X） を押すと、 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プの機能セルへ戻 り ます。

 

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ中に設定し ていない単位は、 サイ クルご と に設定の有無を聞いてき ます。 
体積の単位は体積流量の体積単位と同じです。

 

すべての単位が設定される まで、 " ﾊｲ " と い う 表示が続き ます。 

これ以上設定する単位がなければ、 " ｲｲｴ " と表示されます。

ク イ ッ ク セッ ト アッ プ中に、 設定し ていない出力は、 サイ ク ルごと に設定の有無を聞いてき ま す。

 

すべての出力が設定される まで、 " ﾊｲ " と い う 表示が続き ます。 

これ以上設定する単位がなければ、 " ｲｲｴ " と表示されます。
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6.3 アプ リ ケーシ ョ ン毎のセンサ設定

6.3.1 ゼロポイ ン ト 調整

ゼロポイ ン ト 調整は、 通常、 必要あ り ません。

ゼロポイ ン ト 調整が必要な場合は、 次のよ う な特別な場合のみです。

• 低流量において高い測定精度を必要とする場合。
• 非常に極端なプロセス あ るいは操作条件 （例 - 高温の流体や粘度の非常に高い流体）。

ゼロポイ ン ト 調整時の注意

ゼロポイ ン ト 調整を行な う 前に、 以下の点に注意し て く ださい。

• ゼロポイ ン ト 調整は、 気体あ るいは固体を含まない液体でのみ実行する こ と ができ ます。
• ゼロポイ ン ト 調整は、 配管を流体で完全に満た し、 流速ゼロ （v = 0 m/s） で実行し ます。 測定

範囲の上流側および下流側に遮断弁を設けるか、 または既存のバルブやゲー ト を使用し て く
ださい （図 38）。
- 標準運転 → バルブ 1 および 2 開
- ポンプ圧力 を使用し たゼロポイ ン ト 調整 → バルブ 1 開 / バルブ 2 閉
- ポンプ圧力 を使用し ないゼロポイ ン ト 調整 → バルブ 1 閉 / バルブ 2 開

" 警告！

• 測定の困難な流体の場合 （例 - 固体あ るいは気体を含む場合）、 ゼロポイ ン ト 調整を繰 り 返し
行って も、 安定し たゼロポイ ン ト を取得する こ と が困難な場合があ り ます。 こ のよ う な場合
は、 弊社にご連絡 く ださい。

• " ゼロポイ ン ト " 機能 （" 機能説明書 " ） を使用し て、 現在有効なゼロポイ ン ト を確認する こ と
ができ ます。

A0001143

図 38 ゼロポイ ン ト 調整と遮断弁

1

2
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ゼロポイ ン ト 調整の実行

1. 流れを停止する確認作業を行ないます。

2. 流れを停止し ます （v = 0 m/s）。

3. シ ャ ッ ト オフバルブの漏れがないかチェ ッ ク し ます。

4. 供給圧力が、 正常かチェ ッ ク し ます。

5. ローカルデ ィ スプレ イ を使用し て、 機能マ ト リ ッ ク スの " ゼロポイ ン ト チ ョ ウセイ " 機能
を選択し て く ださい。

HOME → F → R → シ ョ リ パラ メ ータ
シ ョ リ パラ メ ータ → F → R → ゼロポイ ン ト  チ ョ ウセイ

6. 機能マ ト リ ッ ク スがロ ッ ク されたま まの場合は、 OS キーを押すと、 自動的にコード を入
力する欄にジ ャ ンプし ます。 ア ク セス コード を入力し て く ださい。

7. OS を用いて " ス ター ト " を選択し、 確認のため F を押し て く ださい。
プロ ンプ ト 画面で " ﾊｲ " を選択し、 再度確認のため F を押し て く ださい。 ゼロポイ ン ト 調
整がス ター ト し ます。

- ゼロポイ ン ト 調整が始ま る と、 " ゼロチ ョ ウセイ シン コ ウチュ ウ " と い う メ ッ セージが
表示部に 30 ～ 60 秒間表示されます。

- 配管内の流体速度が 0.1 m/s を超え る と、 表示部に次のよ う なエラー メ ッ セージが表示さ
れます。 " ゼロチ ョ ウセイ フカ ノ ウ "

- ゼロポイ ン ト 調整が完了する と、 " ゼロポイ ン ト  チ ョ ウセイ " 機能が再び表示されます。

8. HOME ポジシ ョ ンに戻る。

- Esc キー （X） を 3 秒以上押しつづけて く ださい。
- Esc キー （X） を繰 り 返し押し て く ださい。
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6.4 ハー ド ウ ェ アの設定

6.4.1 電流出力 : アク テ ィ ブ / パッ シブ

電流出力は、 入出力基板または電流サブモジュール上の様々なジャ ンパを使って、
" ア ク テ ィ ブ " または " パッ シブ " と し て設定でき ます。

# 危険！

感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを外
す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

1. 電源をオフにし ます。

2. 入出力基板を取 り 外し ます。 → 81 ページ

3. 図 39 に従ってジャ ンパを設定し ます。

" 警告！

測定装置を破壊する危険性があ り ます。 図 39 に示されている とお り にジャ ンパを設定し て
く ださい。 ジャ ンパを間違って設定する と、 測定装置あ るいはそれに接続されている外部
の装置のいずれかを破壊する過電流が発生する可能性があ り ます。

4. 入出力基板の取付けは、 上記と逆の手順で行なって く ださい。

A0001044

図 39 電流出力の設定 （入出力基板）

1 ア ク テ ィ ブ電流出力 （工場出荷時の設定）

2 パッ シブ電流出力

1

2

エン ド レスハウザー ジャパン 65



7 保守 プロ ソニ ッ ク フ ロー 90
7 保守
プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 90 は特別な保守を行 う 必要は有 り ません。

機器の清掃

機器を清掃する場合、 機器のシール部を傷めない洗剤を使用し て く ださい。

カ ッ プ リ ング剤

配管と センサ間の音響効果を 大限引き出す為にカ ッ プ リ ング材が必要です。 カ ッ プ リ ング材
は、 据付時に塗布し、 過酷な雰囲気でなければ塗 り なおす必要は有 り ません。

A0001144

図 40 カ ッ プ リ ング材の塗布

1 カ ッ プ リ ング剤

2 センサ表面プロ ソ ニ ッ ク フ ロー Ｗ/P

3 センサ表面プロ ソ ニ ッ ク フ ロー Ｕ

2

3

1
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8 ア クセサリ
弊社は各種ア ク セサ リ をご用意し てお り ます。 エン ド レ ス＋ハウザー社オーダーコード に関する
詳細は弊社に御連絡 く ださい。

アクセサリ 内容 オーダーコード

変換器ウ ォールマウ ン ト

ハウ ジング 　 プロ ソ ニ ッ

ク フ ロー 90

交換用あ るいは在庫用変換器。 オーダーコード を

使用し て以下の仕様を決定し ます。

- 防爆認承

- 保護等級 / バージ ョ ン

- ケーブルグ ラ ン ド

- デ ィ スプレ イ / 電源 / 操作

- ソ フ ト ウ ェ ア

- 出力 / 入力

90XXX−XXXXX ********

ウ ォールマウ ン ト ハウジ

ング （変換器） 用取付け

キ ッ ト

ウ ォールマウ ン ト ハウジング用取付けキ ッ ト 。

以下の取付けが可能です。

- 壁取付け

- 円柱への取付け

- パネルへの取付け

アル ミ フ ィ ール ド ハウジング用取付けキ ッ ト

3/4 ～ 3 イ ンチ配管へ取付け

DK9WM - A

DK9WM - B

流量計センサ W ク ラ ンプオンセンサ ：

-20 ～ +80 ℃ ； 100 ～ 4000 A ； IP67

-20 ～ +80 ℃ ； 50 ～ 300 A ； IP67

-20 ～ +80 ℃ ； 100 ～ 4000 A ； IP68

-20 ～ +80 ℃ ； 50 ～ 300 A ； IP68

DK9WS − A*

DK9WS − B*

DK9WS − M*

DK9WS − N*

流量計センサ P ク ラ ンプオンセンサ ：

-40 ～ +80 ℃ ； 100 ～ 4000 A

-40 ～ +80 ℃ ； 50 ～ 300 A

ク ラ ンプオンセンサ ：

0 ～ +170 ℃ ； 100 ～ 4000 A

0 ～ +170 ℃ ； 50 ～ 300 A

DK9PS − A*

DK9PS − B*

DK9PS − E*

DK9PS − F*

流量計センサ U ク ラ ンプオンセンサ ：

-20 ～ +80 ℃ ； 15 ～ 100 A DK9UF - A

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W/P

センサ用センサホルダ

- センサホルダ、 固定ロ ッ ク用ナッ ト 、

ク ラ ンプオンバージ ョ ン

- センサホルダ、 取 り 外し可能ロ ッ ク用ナッ ト 、

ク ラ ンプオンバージ ョ ン

DK9SH - A

DK9SH - B
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取付けセ ッ ト 、 ク ラ ンプ

オン

センサ締付けバン ド

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W/P

取付けセ ッ ト 、 ク ラ ンプ

オン

設置サポー ト ジグ

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W/P

- センサ付属品な し

- 締付けバン ド 50 ～ 200 A

- 締付けバン ド 200 ～ 600 A

- 締付けバン ド 600 ～ 2000 A

- 締付けバン ド 2000 ～ 4000 A

- 設置サポー ト ジグな し

- 間隔定規 50 ～ 200 A

- 間隔定規 200 ～ 600 A

- 取付レール 50 ～ 200 A

- 取付レール 200 ～ 600 A

DK9IC - A*

DK9IC - B*

DK9IC - C*

DK9IC - D*

DK9IC - E*

DK9IC - *1

DK9IC - *2

DK9IC - *3

DK9IC - *4

DK9IC - *5

取付けセ ッ ト 、 ク ラ ンプ

オン

U センサ用センサ締付け

バン ド

- 取付けセ ッ ト  15 ～ 40 A

- 締付けバン ド 32 ～ 65 A

- 締付けバン ド 50 ～ 100 A

DK9IS - A

DK9IS - B

DK9IS - C

取付けセ ッ ト 、

イ ンサー ト

- 取付けセ ッ ト  200 ～ 1800 A、 イ ンサー ト

- 取付けセ ッ ト  1800 ～ 4000 A、 イ ンサー ト

DK9II - A

DK9II - B

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W/P

センサ用センサケーブル

セ ッ ト

- 5 m センサケーブル、 PVC、 -20 ～ +70 ℃

- 10 m センサケーブル、 PVC、 -20 ～ +70 ℃

- 15 m センサケーブル、 PVC、 -20 ～ +70 ℃

- 30 m センサケーブル、 PVC、 -20 ～ +70 ℃

- 5 m センサケーブル、 PTFE、 -40 ～ +170 ℃

- 10 m センサケーブル、 PTFE、 -40 ～ +170 ℃

- 15 m センサケーブル、 PTFE、 -40 ～ +170 ℃

- 30 m センサケーブル、 PTFE、 -40 ～ +170 ℃

DK9SC - A

DK9SC - B

DK9SC - C

DK9SC - D

DK9SC - E

DK9SC - F

DK9SC - G

DK9SC - H

センサケーブルセ ッ ト

U センサ用

- 5 m センサケーブル、 PVC、 -20 ～ +70 ℃

- 10 m センサケーブル、 PVC、 -20 ～ +70 ℃

- 15 m センサケーブル、 PVC、 -20 ～ +70 ℃

- 30 m センサケーブル、 PVC、 -20 ～ +70 ℃

- 5 m センサケーブル、 PTFE、 -40 ～ +170 ℃

- 10 m センサケーブル、 PTFE、 -40 ～ +170 ℃

- 15 m センサケーブル、 PTFE、 -40 ～ +170 ℃

- 30 m センサケーブル、 PTFE、 -40 ～ +170 ℃

DK9SK - A

DK9SK - B

DK9SK - C

DK9SK - D

DK9SK - E

DK9SK - F

DK9SK - G

DK9SK - H

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W/P 

センサ用電線管アダプタ

- センサ電線管アダプタ M20x1.5

- センサ電線管アダプタ ½" NPT

- センサ電線管アダプタ G½
DK9CA - 1

DK9CA - 2

DK9CA - 3

カ ッ プ リ ング剤 - Wacker P -40 ～ +80 ℃

- カ ッ プ リ ング剤 0 ～ +170 ℃、 標準

- 粘着性カ ッ プ リ ング剤 -40 ～ +80 ℃

- 水溶性カ ッ プ リ ング剤 -20 ～ +80 ℃

- SilGel -40 ～ +130 ℃

- カ ッ プ リ ング剤 DDU 19 -20 ～ +60 ℃

- カ ッ プ リ ング剤 -40 ～ +80 ℃、 標準、

Typ MBG2000

DK9CM - 1

DK9CM - 2

DK9CM - 3

DK9CM - 4

DK9CM - 5

DK9CM - 6

DK9CM - 7

HART ハン ドヘル ド コ

ミ ュ ニケーター DXR 375

HART 電流出力を使用し て機能設定および測定

値の読み取 り を行え るハン ドヘル ド コ ミ ュ ニ

ケーター。

詳細は、 弊社サービ スにご相談 く ださい。

DXR375 − ****

アクセサリ 内容 オーダーコード
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9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 ト ラブルシューテ ィ ング指示

ス ター ト ア ッ プ後または運転中に故障が発生し た場合は、 以下のチェ ッ ク リ ス ト を使用し て ト
ラブルシ ューテ ィ ングを開始し て く ださい。 こ の手順を踏むこ と によ り 、 （さ まざまな質問を通
し て） 原因を究明する こ と ができ、 適切な対応策を取る こ と ができ ます。

表示部のチェック

何も表示されず、 出力信号

も出ていない。

1. 供給電圧を確認  → 端子 1、 2

2. 装置の ヒ ューズを確認  → 83 ページ 

AC85 ～ 260 V ： 0.8 A ス ローブロー /250 V

AC 20 ～ 55 V および DC 16 ～ 62 V: 2 A ス ローブロー /250 V

3. 電子機器の欠陥 → スペアーパーツ を注文 → 80 ページ

何も表示されないが、 出力

信号は出ている。

1. 表示モジ ュールの リ ボンケーブルコネ ク ターがアンプ基板に正し く 挿

入されているかをチェ ッ ク → 82 ページ

2. 表示モジ ュールの欠陥 → スペアーパーツ を注文 → 80 ページ

3. 電子機器の欠陥 → スペアーパーツ を注文 → 80 ページ

デ ィ スプレ イの言語が不明

な言語。

電源をオフにし ます。 測定装置上の OS キーを押し たま ま電源供給し て

く ださい。 テキス ト が、 大のコ ン ト ラ ス ト でかつ、 英語 （工場出荷設

定） で表示されます。

測定値は表示されるが、 電

流あ るいはパルス出力で信

号が出ていない。

電子機器基板の故障 → スペアーパーツ を注文 → 80 ページ

表示部上のエラーメッセージ

設定中または測定モード中に発生し たエラーはすぐに表示されます。

エラー メ ッ セージには各種のア イ コ ンがあ り 、 これらのア イ コ ンの意味は、 次の と お り です。

- エラータ イプ ： S = システムエラー、 P = プロセスエラー

- エラー メ ッ セージ タ イプ ： $ = ア ラーム メ ッ セージ､ ! = 注意 メ ッ セージ

- ēĻĝĖ ĸĻĚļ ğČđĔ = エラーのタ イプ （例 ： 音速が測定範囲を超過）

- 03:00:05 = エラー発生の継続時間 （時間 / 分 / 秒）

- # 491 = エラー番号

" 警告！

• 43 ページ以降を参照し て く ださい。

• 装置では、 シ ミ ュ レーシ ョ ンおよび測定値抑制はシステムエラーと し て解釈されますが、 注意 メ ッ

セージ と し て しか表示されません。

エラー番号 ：

No. 001 - 399

No. 501 - 799

システムエラー （装置エラー） 発生 → 72 ページ

エラー番号 ：

No. 401 - 499

プロセスエラー （アプ リ ケーシ ョ ンエラー） 発生 → 76 ページ

その他のエラー（エラーメッセージなし）

その他のエラーが発生 自己診断および修理法  → 77 ページ
エン ド レスハウザー ジャパン 71



9 ト ラ ブルシューテ ィ ング プロ ソニ ッ ク フ ロー 90
9.2 システムエラー メ ッ セージ

重要なシステムエラーは、 常に 装置によ って " ア ラーム メ ッ セージ " と し て認識され、 表示部
に稲光 （$） で表示されます。 ア ラーム メ ッ セージは、 すぐに出力に影響を及ぼし ます。 これに対
し、 シ ミ ュ レーシ ョ ンおよび測定値抑制は注意 メ ッ セージ と し て分類され表示されます。

" 警告！

重大な故障の場合は、 弊社に返却し て く ださい。 流量計を弊社に返却する前に、 8 ページの処理
手順を行って く ださい。 
必要事項がすべて記入された " 安全 / 洗浄確認 " 書を必ず同封し て く ださい。 " 安全 / 洗浄確認
書 " は、 本取扱説明書の巻頭に添付されています。

! 注意！

下記のエラータ イプは、 工場出荷時の設定に対応し ています。

78 および 43 ページ以降も参照し て く ださい。

エラー
の種類

エラーメッセージ /No. 原因 診断 / スペアパーツ

S = システムエラー

$ = ア ラーム メ ッ セージ （出力に影響する）

! = 注意 メ ッ セージ （出力に影響し ない）

No. # 0xx  → ハードウェアエラー

S

$
ｼﾞｭｳﾀﾞｲﾅｺｼｮｳ

# 001
重大なデバイ スエラー アンプ基板を交換し て く ださい。 

スペアパーツ → 80 ページ

S

$
ｱﾝﾌﾟ ﾊｰﾄﾞｳｪｱ-EEPROM

# 011
アンプ ：

欠陥 EEPROM

アンプ基板を交換し て く ださい。 

スペアパーツ → 80 ページ

S

$
ｱﾝﾌﾟ ｿﾌﾄｳｪｱ -EEPROM

# 012
アンプ ：

EEPROM データへのア ク セス

エラー

エラーが発生し た EEPROM のデー

タブロ ッ ク が " ト ラブルシュー

テ ィ ング " 機能で表示されます

（No. 8047）。

Enter キーを押し て当該エラーを

確認する と、 エラーが発生し たパ

ラ メ ータ値の代わ り に初期値が挿

入されます。

! 注意！

積算計ブロ ッ ク でエラーが発生し

た場合は、 測定装置を再起動する

必要があ り ます （エラー番号 111/

セキサンケ イ チェ ッ ク サムエラー

を参照）。

S

$
A/C ｺﾝﾊﾟﾃｨﾌﾞﾙ

# 051
入出力基板と アンプ基板に、 互

換性があ り ません。

互換性のあ るモジュール と 基板を

使用し て く ださい。 使用されてい

るモジュールの互換性を確認し て

く だ さい。

次を確認し て く だ さい。

- スペアパーツセ ッ ト 番号

- ハード ウ ェア改訂番号

S

$
ｾﾝｻ ﾀﾞｳﾝ

# 081
センサ と 変換器の間の接続が切

断

- センサ と 変換器の間のケーブル

接続を確認し て く だ さい。

- センサコネ ク タがし っか り ねじ

留めされている こ と を確認し て

く ださい。

- センサに欠陥があ る可能性があ

り ます。

- 不適当なセンサが接続されてい

ます。

- ｾﾝｻ ﾀｲﾌﾟ機能で不適当なセンサ

が選択されま し た。
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S

$
ｾﾝｻ ｱｯﾌﾟ

# 084
センサ と 変換器の間の接続が切

断

- センサ と 変換器の間のケーブル

接続を確認し て く だ さい。

- センサコネ ク タがし っか り ねじ

留めされている こ と を確認し て

く ださい。

- センサに欠陥があ る可能性があ

り ます。

- 不適当なセンサが接続されてい

ます。

- ｾﾝｻ ﾀｲﾌﾟ機能で不適当なセンサ

が選択されま し た。

No. # 1xx  → ソフトウェアエラー

S

$
ｾｷｻﾝｹｲ ﾁｪｯｸｻﾑ ｴﾗｰ

# 111
積算計チェ ッ クサムエラー 1. 装置を再始動し て く だ さい。

2. 必要であれば、 アンプ基板を

交換し て く ださい。

スペアパーツ → 80 ページ

S

$
A/C ｺﾝﾊﾟﾃｨﾌﾞﾙ

# 121
ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンが異な

る ため、 入出力基板と アンプに

は、 部分的にしか互換性があ り

ません。 （機能が制限される可

能性あ り ）

! 注意！

- 30 秒間だけメ ッ セージが表示

さ れま す " ｺﾚﾏﾃﾞ ﾉ ｼﾞｮｳﾀｲ" 機

能にリ ス ト さ れま す）。

- この状態は、 1 枚だけの基板

を交換し ている と きのみ発生

し ます ； 拡張ソ フ ト ウ ェア機

能は使用不可です。 以前の

ソ フ ト ウ ェア機能は作動し、

測定可能です。

古い ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ンのモ

ジ ュールは、 必要と される ソ フ ト

ウ ェ アバージ ョ ンを ToF Tool - 

Fieldtool Package によ って イ ン ス

ト ールするか、 または、 モジ ュー

ルを交換する必要があ り ます。

スペアパーツ → 80 ページ

No. # 3xx  → 制限されたシステム範囲を超過

S

$
ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ n ｽﾀｯｸ

# 339...342
一時的にバッ フ ァ リ ング された

流量 （脈流用の測定モード）

を、 60 秒以内にク リ アまたは

出力する こ と ができ ませんでし

た。

1. 上限あ るいは下限の設定を変

更し て く ださい。

2. 流量を増加、 あ るいは減少さ

せて く だ さい。

ア ラームが発生し た場合  = ア ラー

ム メ ッ セージ （ ） :

- 出力のエラー時の応答を"ｼﾞｯｻｲ 

ﾉ ｱﾀｲ " （78 ページを参照） にす

る こ と によ り 、 バッ フ ァはク リ

ア されます。

- 上記 1 に述べられた方法によ り

バッ フ ァ を ク リ アでき ます。

S

$
ｼｭｳﾊｽｳｼｭﾂﾘｮｸ  n ｽﾀｯｸ

# 343...346

S

$
ﾊﾟﾙｽ n ｽﾀｯｸ

# 347...350
一時的にバッ フ ァ リ ング された

流量 （脈流用の測定モード）

を、 60 秒以内にク リ アまたは

出力する こ と ができ ませんでし

た。

1. パルス値の設定を増加し て く

だ さい。

2. 積算計が対応する場合には、

大パルス周波数を上げて く

だ さい。

3. 流量を減ら し て く ださい。

ア ラームが発生し た場合  = ア ラー

ム メ ッ セージ （ ） :

- 出力のエラー時の応答を"ｼﾞｯｻｲ 

ﾉ ｱﾀｲ " （78 ページを参照） にす

る こ と によ り 、 バッ フ ァはク リ

ア されます。

- 上記 1 に述べられた方法によ り

バッ フ ァ を ク リ アでき ます。

エラー
の種類

エラーメッセージ /No. 原因 診断 / スペアパーツ
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S

!

ﾃﾞﾝﾘｭｳ n ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

# 351 ～ 354
電流出力 ：

流量が範囲外と なっている。

- 必要に応じ て上限値または下限

値を変更し て く ださ い。

- 流量を増加、 あ るいは減少させ

て く だ さい。

S

!

ｼｭｳﾊｽｳ n ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

# 355 ～ 358
周波数出力 ：

流量が範囲外と なっている。

- 必要に応じ て上限値または下限

値を変更し て く ださ い。

- 流量を増加、 あ るいは減少させ

て く だ さい。

S

!

ﾊﾟﾙｽ n ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

# 359...362
パルス出力 ：

パルス出力が範囲外と なってい

ます。

1. パルス値の設定を増加し て く

だ さい。

2. パルス幅を選んだ時に、 接続

されたカ ウ ン ターによ って動

作でき る値を選択し て く ださ

い。 （例 ： 機械式カ ウ ン ター、

PLC 等）

パルス幅を決定 ：

- 方法 1 ： 接続されたカ ウ ン

ター仕様から 小 ON 時間

を入力し ます。

- 方法 2 ： 接続されたカ ウ ン

ター仕様から 大入力周波

数を調べ、 その逆数の半分

の値を入力し ます。

例 ：

接続されている カ ウ ン ターの

大周波数が、 10 Hz の時、 パ

ルス幅は、 次式のよ う に決定

されます。

3. 流量を減少し て く ださい。

S

$
ｼｸﾞﾅﾙ ﾉ ﾃｲｶ

# 391
音響測定区域の減衰度が大き

い。

- カ ッ プ リ ング剤を塗 り 替え る必

要があ るかど う かを確認し ま

す。

- 流体の減衰度が大きすぎ る可能

性があ り ます。

- 配管の減衰度が大きすぎ る可能

性があ り ます。

- センサ間距離 （設置寸法） を確

認し て く ださ い。

- 可能な場合は、 ト ラバース数を

減ら し て く だ さい。

No. # 5xx  → アプリケーションエラー

S

!

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ｼﾝｺｳﾁｭｳ

# 501
新しいアンプのソ フ ト ウ ェ ア

バージ ョ ンを ロード し ていま

す。 現在、 他のコマン ド は実行

でき ません。

手順が完了する まで待って く だ さ

い。

装置は自動的に再ス ター ト し ます。

S

!

UP-/DOWNLOAD ACT

# 502
設定プロ グ ラ ムによ るデバイ ス

データのア ッ プ / ダウ ン ロード

. 現在、 他のコマン ド は実行で

き ません。

手順が完了する まで待って く だ さ

い。

S

$
ｼｮｷｶ ﾁｭｳ

# 591
初期化実行中。

出力はすべて 0 に設定し て く だ

さい。

手順が完了する まで待って く だ

さい。

エラー
の種類

エラーメッセージ /No. 原因 診断 / スペアパーツ

1

2 10 Hz⋅
---------------------- 50 ms=
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No. # 6xx  → シミュレーションオペレーションが作動中

S

!

ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ ｾﾛ ﾘﾀｰﾝ

# 601
ポジテ ィ ブゼロ リ ターンで有効

" 警告！

これは優先度が一番高い注意

メ ッ セージです。

ポジテ ィ ブゼロ リ ターンをオフに

し て く ださい。

S

!

ﾃﾞﾝﾘｭｳ n SIM. ﾁｭｳ

# 611 ～ 614
電流出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起

動し ています。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く

ださい。

S

!

ｼｭｳﾊｽｳ n SIM. ﾁｭｳ

# 621 ～ 624
周波数出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが

起動し ています。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く

ださい。

S

!

ﾊﾟﾙｽ n SIM. ﾁｭｳ

# 631 ～ 634
パルス出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが

起動し ています。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く

ださい。

S

!

ｽﾃｰﾀｽ n SIM. ﾁｭｳ

# 641 ～ 644
ステータ ス出力シ ミ ュ レーシ ョ

ンが起動し ています。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く

ださい。

S

!

ｽﾃｰﾀｽ in SIM. ﾁｭｳ

# 671 ～ 674
ステータ ス入力シ ミ ュ レーシ ョ

ンが起動し ています。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く

ださい。

S

!

ﾌｪｰﾙｾｰﾌ SIM. ﾁｭｳ

# 691
エラー時の出力シ ミ ュ レーシ ョ

ンが起動し ています。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く

ださい。

S

!

ｿｸﾃｲ SIM. ﾁｭｳ

# 692
体積流量シ ミ ュ レーシ ョ ン作動 シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く

ださい。

S

!

DEV. TEST ACT.

# 698
測定装置は、 テス ト 、 シュ ミ

レーシ ョ ン装置によ り チェ ッ ク

されています。

-

No. # 7xx  → 校正またはアクションエラー

S

!

0 ﾃﾝ ﾁｮｳｾｲ ｼｯﾊﾟｲ

# 731
ゼロポ イ ン ト 調整が不可能、 ま

たは中断。

流速が = 0 m/s になっている こ と

を確認し て く ださい。

エラー
の種類

エラーメッセージ /No. 原因 診断 / スペアパーツ
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9.3 プロセスエラー メ ッ セージ

プロセスエラーは、 " ア ラーム " あ るいは " 注意 " メ ッ セージのいずれか と し て設定され、 エ
ラー発生時の入出力に影響し ます。 メ ッ セージ タ イプの決定は機能マ ト リ ッ ク スによ って行われ
ます （" 機能説明書 " を参照）。

! 注意！

下記のエラータ イプは、 工場出荷時の設定に対応し ています。

78 および 43 ページ以降も参照し て く ださい。

エラー
の種類

エラーメッセージ /No. 原因 診断 / 予備品

P = プロセスエラー

$ = ア ラーム メ ッ セージ （入力および出力に影響する）

! = 注意 メ ッ セージ （入力および出力に影響しない）

P

$
パイプデータ

# 468
入力し た配管の内径データ異常 " パイプデータ " 機能グループで

配管円周 ・ 配管肉厚 ・ ラ イ ニング

の厚みを確認 く だ さい。 LINER 

THICKNESS.

P

$
ｵﾝｿｸﾁ ﾊﾝｲ

# 491
音速が測定範囲を超過し ていま

す。

- センサの設置間距離を確認し

て く だ さい。

- 可能な場合は、 流体の音速を

確認するか、 専門資料を確認

し て く ださい。

現在の音速が、 定義された測定範

囲 （ 低 / 高） を超えている場

合は、 " エキ タ イ " 機能グループ

で、 必要に応じ て変更し て く だ さ

い。 詳細の情報は、 機能説明書 ,

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 90

（BA069D） の " ｴｷﾀｲ ｵﾝｿｸ " 機能

をご参照 く ださい。

P

!

ｶﾝｼｮｳｴﾗｰ

# 494
配管に伝達し た超音波がシグナ

ル と 干渉し ています。 センサの

型式を変更する必要があ るか も

知れません。

" 警告！

特に計測値がゼロ も し く は、 少

ない流量を表示し た場合、 セン

サ型の変更を し て く ださい。

- " センサコ ウセイ " 機能グルー

プで ト ラバース数を 2 又は 4

も し く は、 1 または 3 に変更し

それに応じ て設置位置を変更

し て く ださい。
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9.4 メ ッ セージの無いプロセスエラー

症状 修復方法

重要 ：

故障を修正するには、 マ ト リ ッ ク スの機能の特定の設定を変更または調整し なければな ら ない場合があ

り ます。 例えば、 以下で説明する " ﾋｮｳｼﾞ ﾉ ﾁｴﾝ " のよ う な機能は、 " 機能説明書 " に詳し く 記載されてい

ます。

流れが正方向であ るにも関

わらず、 流量値が負の値を

表示し ている。

1. 配線を確認し て く ださい。→ 31 ページ

必要な場合は、 端子での " 上 " " 下 " の接続を逆にし て く だ さい。

2. " センサ ト リ ツケホ ウ コ ウ " 機能の設定を必要に応じ て変更し て く だ

さい。

流量が安定し ているにも関

わらず、 測定値が変動する。

1. 流体に気泡がないかをチェ ッ ク し て く ださい。

2. " ｼﾞﾃｲｽｳ " 機能 （電流出力） → 数値を上げて く ださい。

3. " ﾋｮｳｼﾞ ﾉ ﾁｴﾝ " 機能 → 数値を上げて く ださい。

流量計内部の積算計と 、 外

部の測定装置の表示に差が

あ る。

これは主に逆流によ る もの と 考え られます。 測定モード が " 正方向 " も

し く は " 正 / 負両方向 " のどち らであって も逆流があった場合、 逆流を

取 り 除 く こ と はでき ません。

以下の方法を と る こ と ができ ます。 

正負両方向測定モード にし ます。 

流体が、 行き詰ま った場合

や測定官内が満た された場

合いいで も、 測定値はデ ィ

スプレ イに表示されます。

1. 流体に気泡がないかをチェ ッ ク し て く ださい。

2. 問題と なっているパルス出力 " ソ ク テ イモード " 機能に " 脈流 " を設

定し て く ださい。

流体が流れていて も、 電流

出力信号が常に 4 mA にな

る。

1. " バスア ド レ ス " 機能を選択し、 設定を "0" に変更し ます。

2. ローフ ローカ ッ ト オフが高すぎます。 " シ ョ リ テジ ュ ンパラ メ ータ "

機能の対応する値を下げます （オン / オフの値）。

故障を調整でき ない、 あ る

いは上記以外の故障が発生

する。

この場合は、 弊社サービ ス

にご連絡 く だ さい。

このよ う な問題に対処するには、 次の方法を と る こ と ができ ます。

弊社サービスに依頼する
弊社のサービ スにサービ ス技術者の派遣を依頼される場合は、 次のよ う

な情報をご連絡 く ださい。

- 簡単な故障の内容

- 銘板の仕様 （9 ページ以降） ： オーダーコードおよびシ リ アルナンバー 

弊社へ装置を返却する
弊社へ流量計を返却し て修理を依頼するには、 返却前に必ず 8 ページの

処理手順を行って く ださい。

どの場合でも、 必要事項がすべて記入された " 安全 / 洗浄確認書 " を必

ず同封し て く ださい。 " 安全 / 洗浄確認書 " は、 本取扱説明書の巻頭に添

付されています。

変換器の電子部品を交換する。
測定電子機器の構成部品に欠陥があ る場合  →  スペアパーツの注文 → 

80 ページ
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9.5 エラーに対する出力状態

! 注意！

積算計、 電流、 パルスおよび周波数出力のフ ェールセーフモード は、 機能マ ト リ ッ ク スの各種
の機能を使用し てカ ス タマイ ズする こ と ができ ます。 これらの処理手順に関する詳細は、 " 機能
説明書 " に記載されています。

ポジテ ィ ブゼロ リ ターン と フ ェールセーフモード ：
ポジテ ィ ブゼロ リ ターンを使用する と、 例えば、 配管の洗浄中に測定を中断し なければな ら な
い場合、 電流、 パルスおよび周波数の出力信号をそれぞれのフ ォールバッ ク値に設定する こ と
ができ ます。 こ の機能は、 その他のすべての装置機能に優先し ます。 例えば、 シ ミ ュ レーシ ョ ン
は中止されます。

出力と積算計のフェールセーフモード

プロセス / システムエラーあ り ポジテ ィ ブゼロ リ ターンが作動中

" 警告！

" 注意 メ ッ セージ " と し て定義されたシステムエラーまたはプロセスエラーは、 出力には影響を及ぼし ま

せん。 詳細は、 43 ページ以降を参照し て く だ さい。

電流出力 MIN. ﾃﾞﾝﾘｭｳ

" ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ " で選択し た設定に従っ

て、 エラー時には 小電流値を出力し ます。

MAX. ﾃﾞﾝﾘｭｳ （最大電流）

" ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ " で選択し た設定に従っ

て、 エラー時には 大電流値を出力し ます。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ （ホールド された値）

後に有効だった値 （故障発生前） が出力さ

れます。

ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ （実際の値）

現在の測定値に基づいた電流値を出力し ます。 

故障は無視されます。

出力信号は、 " ﾘｭｳﾘｮｳｾﾞﾛ " に対応

し ます。

パルス出力 ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸﾁ （フ ォールバッ ク値）

信号出力パルス → な し

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ （ホールド された値）

後に有効だった値 （故障発生前） が出力さ

れます。

ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ （実際の値）

エラーは無視されます。 周波数出力は現在の

測定値に従って出力し ます。

出力信号は、 " ﾘｭｳﾘｮｳｾﾞﾛ " に対応

し ます。

周波数出力 ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸﾁ （フ ォールバッ ク値）

信号出力  →  0 Hz

ﾌｪｰﾙｾｰﾌ ﾉ ﾚﾍﾞﾙ （フ ェ ールセーフのレベル）

フ ェールセーフ機能で指定し た周波数で出力。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ （ホールド された値）

後に有効だった値 （故障発生前） が出力さ

れます。

ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ （実際の値）

エラーは無視されます。 周波数出力は現在の

測定値に従って出力し ます。

出力信号は、 " ﾘｭｳﾘｮｳｾﾞﾛ " に対応

し ます。
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積算計 ｽﾄｯﾌﾟ

積算計は、 エラーが修正される まで一時的に

停止し ます。

ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ （実際の値）

故障は無視されます。 積算計は現在の流量値

に従ってカ ウ ン ト を継続し ます。 

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ （ホールド された値）

積算計は、 後に有効だった値 （故障発生前）

に従ってカ ウ ン ト を継続し ます。

積算計は停止し ます。

ステータ ス出力 故障あ るいは電源異常時 ： 

ステータ ス出力 → 非導通 

" 機能説明書 " には、 各種の設定 （エラー信

号、 流れ方向、 限度値など） における ステー

タ ス出力の応答についての詳細な情報が記載

されています。

ステータ ス出力には影響し ま

せん。

出力と積算計のフェールセーフモード

プロセス / システムエラーあ り ポジテ ィ ブゼロ リ ターンが作動中
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9.6 スペアパーツ

9.1 章 には、 詳細な ト ラブルシューテ ィ ングガ イ ド が含まれています。 さ らに、 装置は、 自己診
断およびエラー メ ッ セージを提供し ます。
故障修理の場合、 スペアパーツ と交換する場合も あ り ます。 以下の図はスペアパーツが利用でき
る範囲を示し ています。

! 注意！

スペアパーツは、 銘板に記載されている シ リ アル番号を示すこ と によ って、 寄の弊社サービ
スに注文する こ と ができ ます （9 ページを参照）。

スペアパーツは、 以下の部品を含むセ ッ ト で出荷されます。

• スペアパーツ
• 追加部品、 小さ な品目 （ネジ部品など）
• 取付け指示書
• パッ ケージ

A0001145

図 41 プロ ソニ ッ ク フ ロー 90 変換器 （ウォールマウン ト ハウジング） 用スペアパーツ

1 電源基板 （AC 85 ～ 260 V、 AC 20 ～ 55 V、 DC 16 ～ 62 V）

2 アンプ基板

3 入出力基板 （COM モジ ュール）

4 表示モジ ュール

1

2

3

4
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9.7 基板の取外しおよび取付け

# 危険！

• 感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを
外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

• 電子部品を損傷する危険性があ り ます （静電保護）。 静電気は、 電子部品を損傷する、 あ るい
はその性能を損な う 恐れがあ り ます。 静電防止された作業場所を使用し て く ださい （静電保
護）。

• 次の手順において、 装置の絶縁性が保持されているかの確証がない場合、 当社仕様に基づい
て適切な調査を行って く ださい。

手順は図 42 を参照し て く ださい ：

1. ネジを外し、 ハウジングのカバー （1） を開けて く ださい。

2. 電子モジュール （2） を固定し ているネジを取 り 外し、 電子モジュールを押し上げ、 ウ ォー
ルマウ ン ト ハウジングからでき るだけ引き出し て く ださい。

3. 下記のケーブルプラ グをアンプ基板から取 り 外し て く ださい （7）。 

- センサ信号ケーブル （7.1） のプラ グを抜いて く ださい。
- 表示モジュールの リ ボンケーブル （3） のプラ グを抜いて く ださい。

4. ネジをゆるめて、 電子モジュールから カバー （4） を取 り 外し て く ださい。

5. 基板 （6、 7、 8） の取外し ：
薄いピンを開口部 （5） に挿入し、 基板をホルダから引き出し て く ださい。

6. 取付けは、 取 り 外しの手順の逆です。

" 警告！

弊社交換部品以外は使用し ないで く ださい。
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A0001146

図 42 ウォールマウン ト ハウジング ： プ リ ン ト 基板の取外しおよび取付け

1 ハウ ジングカバー

2 電子モジ ュール

3 リ ボンケーブル （表示モジ ュール）

4 電子部品部分のカバーのネジ

5 基板取外し / 取付け用穴

6 電源基板

7 アンプ基板

7.1 センサ信号ケーブル

8 入出力基板

6

7

8

5

5

5

3

3

7.1

1

2

4
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9.8 装置のヒ ューズの交換

# 危険！

感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを外
す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

主 ヒ ューズは電源基板上にあ り ます （図 43）。
ヒ ューズの交換手順は次のよ う にな り ます。

1. 電源をオフにし ます。

2. 電源基板を取外し ます。 → 81 ページ

3. 保護キ ャ ッ プ （1） を外し、 装置の ヒ ューズ （2） を交換し ます。
必ず以下の ヒ ューズを使用し て く ださい。

- 電源 AC 20 ～ 55 V/DC 16 ～ 62 V → 2.0 A ス ローブロー /250 V ； 5.2 × 20 mm
- 電源 AC 85 ～ 260 V → 0.8 A ス ローブロー /250 V ； 5.2 × 20 mm
- 防爆仕様のシステム → 適切な防爆補足説明書を参照。

4. 組み立ては、 取 り 外し手順の逆です。

" 警告！

弊社交換部品以外は使用し ないで く ださい。

A0001148

図 43 電源基板上の装置のヒ ューズ交換

1 保護キ ャ ッ プ

2 装置の ヒ ューズ

1

2
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9.9 ソ フ ト ウ ェ アの履歴

! 注意！

通常、 異なる ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン間でのア ッ プロード またはダウ ン ロード は、 特別なサー
ビ ス ソ フ ト ウ ェアがなければでき ません。

日付 ソフトウェア
バージョン

ソフトウェアの変更点 取扱説明書

11.2004 2.00.XX ソ フ ト ウ ェアー拡張 ：

- プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P

- 言語グループ

（中国語、 英語を含む）

新しい機能

- DEVICE SOFTWARE → Device software 

が表示されます(NAMUR-recommendation 

53)

- REMOVE SW OPTION → Remove F-CHIP 

options

50099981/11.04

10.2003 アンプ ：

1.06.XX

通信モジュール ：

1.03.XX

ソ フ ト ウ ェアー拡張 ：

- 言語グループ

- 流れ方向、 パルス出力選択可

新しい機能 ：

- 時間カ ウ ン ターの操作

- バッ ク ラ イ ト 調整可

- パルス出力用シュ ミ ュ レーシ ョ ン機能

- ア ク セス コード カ ウ ン ター

- 誤った履歴の リ セ ッ ト 機能

- 準備中 Fieldtool のア ッ プ / ダウ ン ロード

50099981/10.03

12.2002 アンプ ：

1.05.00

ソ フ ト ウ ェアー拡張 ：

- プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P

50099981/12.02

07.2002 アンプ ：

1.04.00

通信モジュール ：

1.02.01

ソ フ ト ウ ェアー拡張 ：

- 機能説明 ： " ｴｷﾀｲ ﾉ  ｵﾝｿｸ " のサーチレ

ンジの新しい定義

- 新エラー メ ッ セージ ：

PIPE DATA

INTERFERENCE

- W センサの 大センサ距離 180 mm

- 機能 " ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ " ：

オプシ ョ ンに追加

50099981/07.02

06.2001 アンプ ：

1.00.00

通信モジュール ：

1.02.00

初版ソ フ ト ウ ェア

互換性

- Fieldtool

- HART ハン ドヘル ド コ ミ ュニケーター 

DXR 275 （OS 4.6 以上） 改訂番号 1, 

DD1.

50099981/06.01
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10 技術データ

10.1 技術仕様解説

10.1.1 用途

• 閉配管系での液体の流量の測定。
• モニタ リ ングプロセス用の測定、 制御、 調節におけ る用途

10.1.2 測定原理 / システム構成

測定原理 プロ ソ ニ ッ ク フ ローは伝搬時間差の原理に基づいています。

構成システム 装置は変換器と センサで構成されています。

本システムには、 次のバージ ョ ンが用意されています。

• 非防爆区域での設置用

変換器 ：
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 90

センサ ：
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー Ｐ  ク ラ ンプオンバージ ョ ン （化学、 プロセス用途向け）、

呼び口径 50 ～ 4000 A 用
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W ク ラ ンプオンバージ ョ ン （水 / 排水用途向け）、

呼び口径 50 ～ 4000 A 用
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー U ク ラ ンプオンバージ ョ ン （水 / 排水用途向け）、

呼び口径 15 ～ 100 A 用プラ スチッ ク配管用

10.1.3 入力

入力変数 流速
（流速に比例し た伝搬時間差）

測定範囲 W/P センサ： v = 0 ～ 15 m/s （標準）

U センサ： v = 0 ～ 10 m/s （標準）

測定可能範囲 150:1 以上

入力信号 ステータ ス入力 （補助入力） :

U = DC 3 ～ 30 V、 Ri = 5 kΩ、 電気的に絶縁
機能 ：
積算計 リ セ ッ ト 、 ポジテ ィ ブゼロ リ ターン、 エラー メ ッ セージ リ セ ッ ト
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10.1.4 出力

出力信号 電流出力 ：

ア ク テ ィ ブ / パッ シブモード選択可能、 電気的に絶縁、 時定数選択可能 （0.05 ～ 100s）、
フルスケール値可変、 温度係数 ： 一般的には、 0.005% o.r./ ℃ ； 分解能 ： 0.5 μA

• ア ク テ ィ ブモード ： 0/4 ～ 20 mA, RL < 700 Ω （HART 通信使用時 ： RL ≥ 250 Ω）
• パッ シブモード ： 4 ～ 20 mA、 動作電圧 DC 18 ～ 30 V、 RL < 700 Ω

パルス / 周波数出力 :

パッ シブモード、 オープン コ レ ク タ出力、 大 DC 30 V、 250 mA、 電気的に絶縁

• 周波数出力 ： フルス ケール周波数 2 ～ 1000 Hz （fmax = 1250 Hz）、 オン / オフ比 1:1、
パルス幅 大 10 s

• パルス出力 ： パルス値およびパルス極性選択可、 パルス幅設定可 （0.5 ～ 2000 ms）、
周波数の 1 /( パルス幅 x 2) 、 オン / オフ比 1:1

アラーム信号 • 電流出力  →  フ ェールセーフモード選択可 （例 ： NAMUR NE43 に準拠）
• パルス / 周波数出力  → フ ェールセーフモー ド選択可
• ステータ ス出力 →  故障または電源異常時は （非導通）

詳細データ → 78 ページ

負荷 " 出力信号 " を参照。

スイ ッ チ出力 ステータ ス出力 :

オープン コ レ ク タ出力、 大 DC 30 V、 250 mA、 電気的に絶縁。

機能 ： エラー メ ッ セージ、 流れ方向、 リ ミ ッ ト 値

ローフ ローカ ッ ト オフ ローフ ローカ ッ ト オフ値は任意に設定可能

電気的絶縁性 全ての入出力および電源は、 それぞれ電気的に絶縁
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10.1.5 電源供給

電気接続 31 ページ以降を参照

電位平衡 36 ページを参照

ケーブル接続口 電源ケーブルおよび信号ケーブル （入出力） ：

• 電線管グ ラ ン ド M20 x 1.5
• 直径 6 ～ 12 mm ケーブル用ケーブルグ ラ ン ド
• ネジ込み式アダプタ 1/2" NPT、 G 1/2"

センサケーブル接続 （31 ページの図 26 を参照） ：

特殊ケーブルグ ラ ン ド を使用する と、 （チャ ンネルご と の） センサケーブルを両方同時に端子部
に挿入する こ と ができ ます。

• 直径 4 mm ケーブル 2 本用のケーブルグ ラ ン ド M20 x 1.5 または
• ネジ込み式アダプタ 1/2" NPT、 G 1/2"

ケーブル仕様 32 ページを参照

電源電圧 変換器 ：

• AC 85 ～ 260 V、 45 ～ 65 Hz
• AC 20 ～ 55 V、 45 ～ 65 Hz
• DC 16 ～ 62 V

センサ ：

変換器によ って電源供給

消費電力 AC: < 18 VA （センサを含む）

DC: < 10 W （センサを含む）

電源投入時許容突入電流 ：

• DC 24V 時 大 13.5 A （< 50 ms）
• AC 260V 時 大 3 A （< 5 ms）

電源故障時 / 停電時 小で電源周波数の一周期間異常が継続し た場合 ：

EEPROM は装置データ を保存。
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10.1.6 性能特性

基準動作条件 • 流体温度 ： +28 ℃ ± 2K
• 周囲温度 ： +22 ℃ ± 2K
• ウ ォームア ッ プ時間 ： 30 分

設置 ：

• 上流側直管長 >10 x 呼び口径
• 下流側直管長 > 5 x 呼び口径
• センサ と変換器を接地し ます。

最大測定誤差 流速 > 0.3 m/s およびレ イ ノ ルズ数 >10000 の場合、 システム精度は以下の通 り です。

• 配管口径 < 50 ： ± 0.5 % o.r. ± 0.1 % o.f.s.*

• 50 < 配管口径 < 200: ± 0.5 % o.r. ± 0.05 % o.f.s.
• 配管口径 > 200 ： ± 0.5 % o.r. ± 0.02 % o.f.s.

o.r. = 読み値

o.f.s. = 大流速

* プラ ステ ィ ッ ク配管のみ

ド ラ イ キ ャ リ ブレーシ ョ ンにて校正を行います。 ド ラ イ キ ャ リ ブレーシ ョ ンでは測定の不確さ が
加味されます。 こ の不確さは通常 1.5% 以下です。 ド ラ イ キ ャ リ ブレーシ ョ ンにて、 キ ャ リ ブレー
シ ョ ンフ ァ ク ターを計算するために、 実際の配管および流体の特性が必要です。

オプシ ョ ン （ウエ ッ ト キ ャ リ ブレーシ ョ ン） にて、 精度確認用に精度レポー ト を提出する こ と
ができ ます。
精度は、 ステン レ ス配管を使用し て確認されます。

A0001149

図 44 ウエ ッ ト キャ リ ブレーシ ョ ン時最大計測誤差 （読み値 %）

a = 呼び口径 > 200

b = 50 < 呼び口径 < 200

c = 呼び口径 < 50

再現性 流速 > 0.3 m/s の場合、 ± 0.3%
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10.1.7 運転条件

設置

取付指示 どち らの方向でも可 （垂直、 水平）

制限事項およびその他の設置方法→ 14 ページ以降

上流側および下流側 ク ラ ンプオンバージ ョ ン → 15 ページ

センサケーブル長 シール ド ケーブルの長さは以下の通 り です。

5 m、 10 m、 15 m および 30 m

ケーブルは、 電子機器などから離し て配線し て く ださい。

環境

周囲温度 • 変換器 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 90 ： 
-20 ～ +60 ℃
-40 ～ +60 ℃ （オプシ ョ ン）

! 注意！
-20 ℃以下にな る と、 デ ィ スプレ イの表示の一部が欠ける こ と があ り ます。

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー Ｐ （ク ラ ンプオン） センサ ：
-40 ～ +80 / 0 ～ +170 ℃

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W （ク ラ ンプオン） センサ ：
-20 ～ +80 ℃

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー U （ク ラ ンプオン） センサ ：
-20 ～ +60 ℃

• センサケーブル PTFE （ポ リ テ ト ラ フルオロエチレ ン） : 
-40 ～ +170 ℃ ； センサケーブル PVC: -20 ～ +70 ℃

• 高温または低温の液体でも、 設置されたセンサは、 配管と完全に熱絶縁されています。
• 変換器は日陰に設置し、 特に高温地域では直射日光は避けて く ださい。

保管温度 保管温度は、 変換器、 それに適し たセンサおよびそれらに付随するセンサケーブルの周囲温度
範囲と同じです （上記を参照）。

保護等級 • 変換器 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 90 ：
IP 67 （NEMA 4X）

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー Ｐ （ク ラ ンプオン） センサ ：
IP 68 （NEMA 6 Ｐ ）

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W （ク ラ ンプオン） センサ ：
IP 67 （NEMA 4X）

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー U （ク ラ ンプオン） センサ ：
IP 54
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耐耐衝撃性、 耐震性 IEC 68-2-6 に準拠

電磁適合性 （EMC） EN 61326/A1 および NAMUR 推奨 NE 21/43 に準拠

プロセス条件

流体の温度範囲 • プロ ソ ニ ッ ク フ ロー Ｐ （ク ラ ンプオン） センサ ：
-40 ～ +80 ℃ / 0 ～ +170 ℃

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー Ｗ （ク ラ ンプオン） センサ ：
-20 ～ +80 ℃

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー Ｕ （ク ラ ンプオン） センサ ：
-20 ～ +80 ℃

液体の圧力範囲 
（常用圧力）

正確な測定のために、 液体圧力はその液体蒸気圧よ り も高いこ と が必要です。

圧力損失 圧力損失はあ り ません。
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10.1.8 構造

外形寸法 95 ページ以降を参照

重量 変換器ハウ ジング ：

• ウ ォールマウ ン ト ハウジング ： 6.0 kg

センサ ：

• センサ Ｐ （ク ラ ンプオン） （取付レールおよび締付けバン ド を含む） ： 2.8 kg
• センサ W （ク ラ ンプオン） （取付レールおよび締付けバン ド を含む） ： 2.8 kg
• 測定センサ U （ク ラ ンプオン） : 1 kg

材質 変換器ハウ ジング 90 （ウ ォールマウ ン ト ハウジング） ：

アル ミ ダ イ カ ス ト （粉体塗装）

材質の標準指定 （センサ W/ Ｐ /U）

 DIN 17660 UNS

標準センサケーブル

- ケーブルコネ ク タ （ニ ッ ケル黄銅）

- ケーブル被覆

2.0401

PVC

C38500

PVC

 DIN 17440  AISI 

センサハウ ジング W/ Ｐ （ク ラ ンプオン） 

ニ ッ ケル黄銅

1.4301 304

センサホルダ W/ Ｐ （ク ラ ンプオン） 1.4308 CF-8

センサハウ ジング Ｕ （ク ラ ンプオン） プラ ステ ィ ッ ク

U センサフ レームエン ド

- スチール カ ス ト 1.4308 CF-8

W センサ用溶接部品

（イ ンサー ト バージ ョ ン）

1.4301 304

センサの接触面 耐薬品性プラ スチ ッ ク

締付けバン ド 1.4301 304

高温センサケーブル

- ケーブルコネ ク タ （ステンレ ス鋼）

- ケーブル被覆

1.4301

PTFE

304

PTFE

DIN EN 573-3 ASTM B3221

U センサ固定バー

- アル ミ カス ト EN AW-6063 AA 6063
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10.1.9 表示部、 ユーザーイ ン ターフ ェ ース

表示部 • 液晶デ ィ スプレ イ ： バッ ク ラ イ ト 付き、 2 行 × 16 文字
• 様々な測定値およびステータ スの表示が設定可能です。
• 1 つの積算計

操作 • プ ッ シュボタ ン （-、 +、 E） を使用し た手動操作
• " 用途別簡単設定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

遠隔操作 HART プロ ト コルを使用し たオペレーシ ョ ン

言語グループ 異な る国毎に言語グループが用意されています。

• 西ヨーロ ッパ、 ア メ リ カ （WEA） ：
英語、 ド イ ツ語、 スペイ ン語、 イ タ リ ア語、 オラ ンダ語、 ポル ト ガル語

• 東ヨーロ ッパ、 ス カンジナビア （EES） ：
英語、 ロ シア語、 ポーラ ン ド語、 ノ ルウ ェー語、 フン ラ ン ド語、 ス ウ ェーデン語、 チェ コ語

• 東南アジア （SEA） ：
英語、 日本語、 イ ン ド ネシア語

• 中国 （CIN） ：
英語、 中国語

操作プロ グ ラ ム "ToF Tool - Fieldtool Package." にて言語グループを変更する こ と ができ ます。

10.1.10 認証、 認定

防爆認定 変換器ハウジング （ウ ォールマウ ン ト ハウ ジング） は、 ATEX II3G （防爆ゾーン 2） で使用する
のに適し ています。

新の有効な防爆バージ ョ ン （ATEX、 FM、 CSA 　 など） 弊社サービ スセン ターにお問い合わせ
く ださい。 すべての防爆データは個別資料と し て用意し てお り ます。

CE マーク 製品が、 EC 指令で定められた要求事項に従い設計、 開発された製品であ る こ と を CE マーク添
付によ って保証し ています。 

弊社は、 CE マーク を装置に貼る こ と によ り 、 装置の適合を証明し ています。

その他の規格および
ガイ ド ラ イ ン

EN 60529:

ハウジングの保護等級 （IP コード）

EN 61010

Protection Measures for Electrical Equipment for Measurement, Control, Regulation and Laboratory 
Procedures.

EN 61326/A1 (IEC 1326) "Emission to class A requirements"

Electromagnetic compatibility （EMC requirements）

NAMUR NE 21

Electromagnetic compatibility （EMC） of imdustrial process and laboratory control equipment.

NAMUR NE 43

Standardisation of the signal level for the breakdown information of digital transmitters with analogue 
output signal.

10.1.11 注文情報

ご発注に際し ては、 仕様コード表をご利用 く ださい。 また仕様コード表にない場合は、 弊社営
業所も し く は販売代理店にお問い合わせ く ださい。
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10.1.12 アクセサリ

変換器センサには、 ア ク セサ リ が多種用意されています （68 ページを参照）。 エン ド レ ス＋ハウ
ザー社オーダーコード に関する詳細は弊社に御連絡 く ださい。

10.1.13 捕捉資料 

• システム情報 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 90/93 （SI 034D）
• 技術仕様書 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 90/93 W/U/C （TI 057D）
• 機能説明書 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 90 （BA 069D）
• 取扱説明書 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93 （BA 070D および BA 071D）
• 防爆補足説明書 ： ATEX、 FM、 CSA 他
94 エン ド レスハウザー ジ ャパン



プロ ソニ ッ ク フ ロー 90 10 技術データ
10.2 ウォールマウン ト ハウジングの寸法

A0001150

図 45 ウォールマウン ト ハウジングの寸法 （パネル取付けおよび配管取付け → 29 ページ）
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10.3 プロ ソニ ッ ク フ ロー P センサ （ク ラ ンプオン） の寸法

 ト ラバース数 2、 4 回 

A0001154

図 46 P センサ （ク ラ ンプオンバージ ョ ン） / （バージ ョ ン ： 2、 4 ト ラバース ) の寸法

a = センサ間距離は、 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを使用し て求める こ と ができ ます。

b = 配管外径 

1 ト ラバースバージ ョ ン 

A0001155

図 47 P センサ （ク ラ ンプオンバージ ョ ン） / （バージ ョ ン ： 1 ト ラバース ) の寸法

a = センサ間距離は、 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを使用し て求める こ と ができ ます。

b = 配管外径 
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10.4 W センサ （ク ラ ンプオン） の寸法

A0001151

図 48 W センサ （ク ラ ンプオン） の寸法

a = センサ間距離は、 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを使用し て求める こ と ができ ます。

b = 配管外径

10.5 プロ ソニ ッ ク フ ロー U センサ （ク ラ ンプオン） の寸法

A0001152

図 49 プロ ソニ ッ ク フ ロー Ｕ センサ （ク ラ ンプオン） の寸法

a = センサ間距離は、 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを使用し て求める こ と ができ ます。

b = 配管外径
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BA 068D/33/ja/11.04(07.06)
STAR/FM+SGML 6.0J

■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 746-0028  山口県周南市港町 1-48  三戸ﾋﾞﾙ

Tel. 0834(64)0611　Fax. 0834(64)1755

■新潟サービス
〒 950-0951  新潟市鳥屋野 3-14-13  ﾏﾙﾓﾋﾞﾙ 3F

Tel. 025(285)0611　Fax. 025(284)0611

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054  千葉県市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 岡山県倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部ヘルプデスク課
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。
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